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男女がお互いを尊重し、その人らしく生きる。 
仕事も暮らしも楽しむ。 
そんなあなたを応援する情報誌です。 
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P9
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シ
リ
ー
ズ
　
「
小
さ
く
な
る
家
族
」
②
 

　

家
族
と
ケ
ア
の
こ
れ
か
ら
 

　

〜
血
縁
や
性
差
を
超
え
て
支
え
合
う
〜
 

講
座
レ
ポ
ー
ト
 

「
災
害
と
メ
デ
ィ
ア
〜
震
災
の
報
道
か
ら
見
え
る
も
の
〜
」
 

　
　
「
育
児
マ
マ
の
生
き
方
応
援
講
座
」
 

　
　
　
「
20
代
〜
30
代
の
た
め
の
 

　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
ア
ッ
プ
講
座
」
 

デ
ー
タ
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
 

「
98
位（
135
ヵ
国
中
）
」 

日
本
の
Ｇ
Ｇ
Ｉ（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
） 

の
順
位
 

映
画
に
見
る
女
と
男
 

『
ク
レ
イ
マ
ー
・
ク
レ
イ
マ
ー
』 

「
新
宿
区
第
二
次
男
女
共
同
参
画
 

推
進
計
画
」（
平
成
24
年
度
〜
29
年
度
） 

が
で
き
ま
し
た
 

立場や経験の異なるメンバーが集まると、視野が広がり考えが
深まるものだと、一つひとつの記事をめぐって話し合うたびに
実感しました。そんな編集会議を重ねて生まれた今号ですが、
心に響くページはあったでしょうか。 
表紙の写真、特集の取材は多方面のお力をお借りしました。
ご協力いただいたみなさま、どうもありがとうございました。 

この印刷物は再生紙を使用しています。 

● 111号の編集を終えて ● 

編　集　後　記 

仕事も家庭も充実させている方は、熱い心と何でも楽しむ技術、
エネルギーいっぱいの体力をお持ちのようです。そうした個性
や心に残った言葉を伝えるために、「　」の使い方の指導を受け
たことは、とても勉強になりました。 
取材に協力して下さった方の素敵な人柄だけでなくパワーも、
みなさまに届いていたら嬉しいです。　　　　　　（五十嵐 ゆき） 

ワーク・ライフ・バランスについて幅広く深い学びの場をいた
だきました。また、新宿区には多文化共生都市にふさわしい様々
な学びの場があることを改めて感じました。 
今後は区民として引き続きこの学びを深めていきたいと思いま
す。男女共同参画に関わる皆様、ウィズ新宿の皆様には大変お
世話になりました。　　　　　　　　　　　　　　（魚見 賢太郎） 

男女格差をテーマにしたデータ・ウォッチングを担当しました。
数字にすると色濃く表れる男女格差ですが、どれだけの人が肌
で感じ、当事者として考えているでしょうか。より成熟した共
生の社会を作るには、性別や人種、年齢などの「違い」をどう
受け入れていくのかが鍵になると思いました。私も当事者の一
人として考え続けていきたいと思います。　　　　　（大井田 亘） 

編集委員として参加させていただき文章をまとめる大変さを実
感し、編集って奥が深いんだなと改めて感じさせられました。
働く人やママであるというだけでなく社会に参加できたことが
有意義だったと思います。 
今後もこの経験を生かし、ワーク・ライフ・バランスなど自分
らしい生き方を試行錯誤していきたいと思います。　（木村 華苗） 

仕事中心の生活が当たり前とされてきた今までの価値観を振り
返って、生活とは何か、人間の尊厳とは何か、ということを日
本全体が考えなくてはならない時期にきていると思う。一人ひ
とりの意識が変わり、社会を変えていくことで、誰もが安心し
て無理なく働き、子育てや地域活動、趣味などを楽しむ生活ス
タイルは実現可能だということを声を大にして言いたい！！　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原田 拓磨） 

普段から文章を書く機会はありますので、ウィズ新宿の原稿を
書くことに対して当初、心配はしていませんでした。しかし、
自分の出来事と異なる特集記事や講座感想文等をいざまとめる
となると、なかなか筆が進みませんでした。 
それでも、様々なアドバイスをいただき、無事に終えることが
出来ました。文章を書く難しさと共に書く楽しさも改めて感じ
た一年でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　（渡邉 智子） 

プロ編集者の指導のもと、男女共同参画について
学びながら情報誌を作成します。「取材をしてみたい」
「記事を書きたい」「写真やイラストが得意」そんな
みなさんのご応募をお待ちしています。 

大募集
 

しんじゅく女性団体会議 
　区内女性団体の連携と女性のエンパワーメントをめざし、年6

回の定例会を行っています。現在11団体で活動中。平成23年度は

「次世代育成」をテーマに、下記の研修を実施しました。 

【問合せ】男女共同参画課  

蕁（3341）0801

平成２４年度編集委員 

『ウィズ新宿』を 
いっしょにつくりませんか 

応募資格　土曜日（月1～2回、募集要項または
広報3月15日号参照）の編集委員会に
出席できる方。 
区内在住または在勤・在学、18歳以上。 

募集期間　平成24年3月15日（木）～4月10日（火） 

募集要項は男女共同参画推進センターの
ほか、区内図書館・出張所・地域センター・
新宿区ホームページで。 

ただいま新規団体を募集しています（3月17日締切）。 
詳しくは男女共同参画課　蕁（3341）0801へ。 

スタイルいろいろ 

それぞれの 
ワーク・ライフ・バランス 

特集 

・研　　　修 
 「男女共同参画と次世代育成について」男女共同参画課 
 「子どもと家庭をとりまく状況と課題について」新宿区立子ども総合センター 

・講　演　会 
 「子どもたちの健康と食の安全～いまできること・これからすべきこと」 

講師・南 清貴 
・公 開 講 座 
 「プロパガンダとジェンダー～女性映画監督第一号 

坂根 田鶴子の『開拓の花嫁』を読み解く」 
講師・池川 玲子 

・日帰り研修会 
 神奈川県立 かながわ女性センター＆地球市民かながわプラザ（あーすぷらざ） 

それぞれの 
ワーク・ライフ・バランス 



優先するもの 

スタイルいろいろ 

それぞれの 
ワーク・ライフ・バランス 
年齢別にみる 
仕事と生活の調和に関する 
希望と現実 

夫
と
し
て
父
親
と
し
て
 

妻
と
育
児
の
 

サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
 

育
児
休
業
を
き
っ
か
け
に
 

効
率
ア
ッ
プ
し
た
働
き
方
 

働
き
盛
り
だ
か
ら
こ
そ
 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
 

生
涯
を
通
じ
て
よ
り
良
い
人
生
を
送
る
た
め
に
は
、
 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
の
視
点
が
大
切
で
す
。
 

そ
の
あ
り
方
は
十
人
十
色
、
あ
る
時
期
は
仕
事
を
、
 

あ
る
時
期
は
子
育
て
を
、
あ
る
時
期
は
趣
味
や
地
域
活
動
な
ど
を
 

充
実
さ
せ
た
い
と
い
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
 

い
ず
れ
に
し
て
も
大
切
な
の
は
、
人
生
の
各
段
階
に
応
じ
て
自
分
が
希
望
す
る
形
で
、
 

様
々
な
活
動
に
取
り
組
め
る
こ
と
で
す
。
 

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
、
 

自
分
ら
し
い
生
き
方
を
実
践
し
て
い
る
３
人
の
男
性
区
民
を
取
材
し
ま
し
た
。
 

（
40
代
／
会
社
員
）
 

●
家
族
構
成
 

　
妻
、
 

　
長
男（
5
歳
）、
次
男（
1
歳
）
 

渡
辺

典
明
さ
ん
 

子育て世代の 
ワーク・ライフ・バランス 

男
性
に
も
で
き
る
 

「
家
庭
も
仕
事
も
」
充
実
さ
せ
る
生
き
方
 

　
男
性
に
育
児
参
加
を
促
す
声
が
拡
が
り
、

イ
ク
メ
ン
、
パ
パ
友
な
ど
の
言
葉
を
耳
に
す

る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
積
極
的
に
育
児
に

か
か
わ
る
き
っ
か
け
を
探
し
て
い
る
男
性
も

多
い
よ
う
で
す
。 

　「
２
人
目
が
生
ま
れ
た
ら
、
長
男
の
面
倒
は

誰
が
見
る
の
か
？
　
と
考
え
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
」
と
語
る
渡
辺
典
明
さ
ん
。
長

男
誕
生
後
の
妻
の
大
変
さ
を
見
て
、
何
か
手

伝
え
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
、
一

昨
年
、
次
男
誕
生
時
に
14
日
間
の
育
児
休
業

を
取
り
ま
し
た
。 

　
渡
辺
さ
ん
の
会
社
で
は
社
内
制
度
が
徐
々

に
拡
充
。
平
成
22
年
の
育
児
介
護
休
業
法
の

改
正
に
伴
い
、
妻
が
専
業
主
婦
の
場
合
で
も

育
児
休
業
を
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に

配
偶
者
出
産
休
暇
も
設
け
ら
れ
、
男
性
社
員

の
育
児
休
業
を
支
援
す
る
仕
組
み
が
で
き
ま

し
た
。 

　
制
度
が
整
っ
た
と
は
い
え
、
当
時
は
ま
だ

前
例
が
な
く
、
学
生
時
代
か
ら
の
友
人
は
キ

ャ
リ
ア
に
支
障
が
出
る
と
心
配
し
ま
し
た
が
、

上
司
に
は
「
仕
事
の
こ
と
は
心
配
し
な
い
で
」

と
勧
め
ら
れ
、
部
下
に
は
「
任
せ
て
く
だ
さ

い
」
と
後
押
し
さ
れ
て
、「
キ
ャ
リ
ア
に
ヒ
ビ

が
入
ろ
う
と
い
い
や
！
」
と
決
意
。
渡
辺
さ

ん
は
、
男
性
社
員
の
育
児
休
業
取
得
第
一
号

と
な
り
ま
し
た
。 

    　
当
時
の
渡
辺
さ
ん
は
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
リ
ー
ダ
ー
的
立
場
に
あ
り
、
シ
ョ
ッ
プ
を

選
定
す
る
な
ど
の
重
責
も
負
っ
て
い
ま
し
た
。

仕
事
を
休
む
こ
と
に
不
安
は
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。 

　「
日
頃
か
ら
リ
ー
ダ
ー
が
い
な
く
て
も
仕
事

が
ま
わ
る
よ
う
に
仕
事
の
進
め
方
や
方
向
性

を
共
有
し
て
い
た
の
で
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
部
下
の
成
長
を
見
守
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
た
の
で
、
安
心
し
て
任
せ

ら
れ
ま
し
た
」 

　
例
え
ば
、「
楽
し
く
仕
事
を
す
る
こ
と
も
大

事
だ
よ
」
と
伝
え
た
り
、「
今
日
で
き
な
か
っ

た
こ
と
も
明
日
は
で
き
る
さ
」
と
力
づ
け
た

り
、
寓
話
『
北
風
と
太
陽
』
の
輊
太
陽
“
の
よ

う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
意
識
し
て
取

る
よ
う
に
し
て
き
た
と
の
こ
と
。
渡
辺
さ
ん

の
育
児
休
業
は
、
部
下
に
と
っ
て
さ
ら
に
成

長
す
る
機
会
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

　
一
方
、
育
児
休
業
中
新
た
な
発
見
も
あ
り

ま
し
た
。
妻
は
複
数
の
家
事
を
当
た
り
前
の

よ
う
に
同
時
進
行
さ
せ
て
い
た
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
。「
妻
に
代
わ
り
家
事
の
段
取

り
や
優
先
順
位
を
考
え
て
行
っ
た
経
験
は
、

仕
事
で
限
ら
れ
た
時
間
内
に
成
果
を
出
す
働

き
方
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　
育
児
休
業
の
経
験
を
活
か
し
て
い
き
い
き

と
働
く
渡
辺
さ
ん
の
会
社
で
は
、
現
在
、
4

人
目
と
な
る
男
性
育
児
休
業
取
得
者
が
誕
生

し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
面
識
の
な
い
社

員
か
ら
も
「
育
児
休
暇
を
取
っ
て
ど
う
で
す

か
？
」
な
ど
と
声
を
か
け
ら
れ
た
り
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
求
め
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、

輊
い
い
流
れ
“が
生
ま
れ
た
と
、
制
度
を
作
っ

た
総
務
部
で
も
評
判
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

    　
夫
が
育
児
休
業
を
取
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

妻
は
、「
何
か
を
代
わ
り
に
し
て
ほ
し
い
わ
け

じ
ゃ
な
く
、
大
変
な
思
い
を
し
た
と
き
に
側

に
い
て
く
れ
て
、
同
じ
時
間
を
共
有
で
き
た

こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
」
と
の
本
音
を
、
後

に
語
っ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。 

　「
代
わ
り
に
す
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
な
ー
」

と
お
ど
け
つ
つ
、「
長
男
は
父
親
と
た
く
さ
ん

遊
べ
て
う
れ
し
か
っ
た
み
た
い
」
と
語
る
渡

辺
さ
ん
。
現
在
は
幼
稚
園
へ
の
送
り
迎
え
や
、

「
子
ど
も
の
面
倒
を
見
る
か
ら
美
容
院
へ
行
っ

て
き
た
ら
？
」
と
妻
に
声
を
か
け
る
な
ど
、

家
族
と
の
関
係
を
一
層
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

　「
育
児
休
業
を
機
に
妻
子
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
増
え
ま
し
た
。
家
庭
生
活
が
充

実
し
て
い
れ
ば
こ
そ
、
仕
事
で
も
力
を
発
揮

で
き
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
」 

　
平
成
22
年
度
の
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率

は
1
・
3
8
%
。
上
昇
傾
向
に
あ
る
も
の
の

ご
く
わ
ず
か
で
す
。「
取
得
を
迷
う
男
性
は
臆

せ
ず
や
っ
て
み
て
。
子
育
て
は
人
生
に
お
い

て
最
高
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
だ
か
ら
」
と
エ

ー
ル
を
送
る
渡
辺
さ
ん
。「
ゆ
く
ゆ
く
は
子
ど

も
に
お
父
ち
ゃ
ん
の
会
社
で
働
き
た
い
と
言

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
最
後
に
夢
を
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　下のグラフは、生活の中での「仕事」「家庭生活」「地域や個人の生活（学習・趣味・付き
合い等）」の優先度の希望と現実を聞いたものです。男女ともに年齢によって優先したいもの
が変化していますが、いずれの年代も希望と現実にギャップがみられます。 

出典／内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（平成21年） 
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20歳～29歳 
（n=176人） 

（希望） 

（現実） 

（n=143人） 

（希望） 

（現実） 

4.0

30.7 28.4 6.86.8 17.6 5.7 3.4
5.7

3.5 18.2 4.24.2 38.5 8.4 10.5 16.8

39.2 15.4 12.6 16.8 9.19.1 1.41.42.8

8.9 23.7 2.72.7 37.5 18.35.8
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49.6 27.22.7 1.3
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30歳～39歳 
（n=249人） 

（希望） 

（現実） 

（n=224人） 

（希望） 

（現実） 

3.2

18.5 43.0 2.0
6.8
1.226.90.8

32.9 1.61.6 34.5 16.1 0.41.2
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優先するもの 

スタイルいろいろ 

それぞれの 
ワーク・ライフ・バランス 
年齢別にみる 
仕事と生活の調和に関する 
希望と現実 

夫
と
し
て
父
親
と
し
て
 

妻
と
育
児
の
 

サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
 

育
児
休
業
を
き
っ
か
け
に
 

効
率
ア
ッ
プ
し
た
働
き
方
 

働
き
盛
り
だ
か
ら
こ
そ
 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
 

生
涯
を
通
じ
て
よ
り
良
い
人
生
を
送
る
た
め
に
は
、
 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
の
視
点
が
大
切
で
す
。
 

そ
の
あ
り
方
は
十
人
十
色
、
あ
る
時
期
は
仕
事
を
、
 

あ
る
時
期
は
子
育
て
を
、
あ
る
時
期
は
趣
味
や
地
域
活
動
な
ど
を
 

充
実
さ
せ
た
い
と
い
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
 

い
ず
れ
に
し
て
も
大
切
な
の
は
、
人
生
の
各
段
階
に
応
じ
て
自
分
が
希
望
す
る
形
で
、
 

様
々
な
活
動
に
取
り
組
め
る
こ
と
で
す
。
 

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
、
 

自
分
ら
し
い
生
き
方
を
実
践
し
て
い
る
３
人
の
男
性
区
民
を
取
材
し
ま
し
た
。
 

（
40
代
／
会
社
員
）
 

●
家
族
構
成
 

　
妻
、
 

　
長
男（
5
歳
）、
次
男（
1
歳
）
 

渡
辺

典
明
さ
ん
 

子育て世代の 
ワーク・ライフ・バランス 

男
性
に
も
で
き
る
 

「
家
庭
も
仕
事
も
」
充
実
さ
せ
る
生
き
方
 

　
男
性
に
育
児
参
加
を
促
す
声
が
拡
が
り
、

イ
ク
メ
ン
、
パ
パ
友
な
ど
の
言
葉
を
耳
に
す

る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
積
極
的
に
育
児
に

か
か
わ
る
き
っ
か
け
を
探
し
て
い
る
男
性
も

多
い
よ
う
で
す
。 

　「
２
人
目
が
生
ま
れ
た
ら
、
長
男
の
面
倒
は

誰
が
見
る
の
か
？
　
と
考
え
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
」
と
語
る
渡
辺
典
明
さ
ん
。
長

男
誕
生
後
の
妻
の
大
変
さ
を
見
て
、
何
か
手

伝
え
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
、
一

昨
年
、
次
男
誕
生
時
に
14
日
間
の
育
児
休
業

を
取
り
ま
し
た
。 

　
渡
辺
さ
ん
の
会
社
で
は
社
内
制
度
が
徐
々

に
拡
充
。
平
成
22
年
の
育
児
介
護
休
業
法
の

改
正
に
伴
い
、
妻
が
専
業
主
婦
の
場
合
で
も

育
児
休
業
を
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に

配
偶
者
出
産
休
暇
も
設
け
ら
れ
、
男
性
社
員

の
育
児
休
業
を
支
援
す
る
仕
組
み
が
で
き
ま

し
た
。 

　
制
度
が
整
っ
た
と
は
い
え
、
当
時
は
ま
だ

前
例
が
な
く
、
学
生
時
代
か
ら
の
友
人
は
キ

ャ
リ
ア
に
支
障
が
出
る
と
心
配
し
ま
し
た
が
、

上
司
に
は
「
仕
事
の
こ
と
は
心
配
し
な
い
で
」

と
勧
め
ら
れ
、
部
下
に
は
「
任
せ
て
く
だ
さ

い
」
と
後
押
し
さ
れ
て
、「
キ
ャ
リ
ア
に
ヒ
ビ

が
入
ろ
う
と
い
い
や
！
」
と
決
意
。
渡
辺
さ

ん
は
、
男
性
社
員
の
育
児
休
業
取
得
第
一
号

と
な
り
ま
し
た
。 

    　
当
時
の
渡
辺
さ
ん
は
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
リ
ー
ダ
ー
的
立
場
に
あ
り
、
シ
ョ
ッ
プ
を

選
定
す
る
な
ど
の
重
責
も
負
っ
て
い
ま
し
た
。

仕
事
を
休
む
こ
と
に
不
安
は
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。 

　「
日
頃
か
ら
リ
ー
ダ
ー
が
い
な
く
て
も
仕
事

が
ま
わ
る
よ
う
に
仕
事
の
進
め
方
や
方
向
性

を
共
有
し
て
い
た
の
で
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
部
下
の
成
長
を
見
守
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
た
の
で
、
安
心
し
て
任
せ

ら
れ
ま
し
た
」 

　
例
え
ば
、「
楽
し
く
仕
事
を
す
る
こ
と
も
大

事
だ
よ
」
と
伝
え
た
り
、「
今
日
で
き
な
か
っ

た
こ
と
も
明
日
は
で
き
る
さ
」
と
力
づ
け
た

り
、
寓
話
『
北
風
と
太
陽
』
の
輊
太
陽
“
の
よ

う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
意
識
し
て
取

る
よ
う
に
し
て
き
た
と
の
こ
と
。
渡
辺
さ
ん

の
育
児
休
業
は
、
部
下
に
と
っ
て
さ
ら
に
成

長
す
る
機
会
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

　
一
方
、
育
児
休
業
中
新
た
な
発
見
も
あ
り

ま
し
た
。
妻
は
複
数
の
家
事
を
当
た
り
前
の

よ
う
に
同
時
進
行
さ
せ
て
い
た
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
。「
妻
に
代
わ
り
家
事
の
段
取

り
や
優
先
順
位
を
考
え
て
行
っ
た
経
験
は
、

仕
事
で
限
ら
れ
た
時
間
内
に
成
果
を
出
す
働

き
方
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　
育
児
休
業
の
経
験
を
活
か
し
て
い
き
い
き

と
働
く
渡
辺
さ
ん
の
会
社
で
は
、
現
在
、
4

人
目
と
な
る
男
性
育
児
休
業
取
得
者
が
誕
生

し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
面
識
の
な
い
社

員
か
ら
も
「
育
児
休
暇
を
取
っ
て
ど
う
で
す

か
？
」
な
ど
と
声
を
か
け
ら
れ
た
り
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
求
め
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、

輊
い
い
流
れ
“が
生
ま
れ
た
と
、
制
度
を
作
っ

た
総
務
部
で
も
評
判
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

    　
夫
が
育
児
休
業
を
取
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

妻
は
、「
何
か
を
代
わ
り
に
し
て
ほ
し
い
わ
け

じ
ゃ
な
く
、
大
変
な
思
い
を
し
た
と
き
に
側

に
い
て
く
れ
て
、
同
じ
時
間
を
共
有
で
き
た

こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
」
と
の
本
音
を
、
後

に
語
っ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。 

　「
代
わ
り
に
す
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
な
ー
」

と
お
ど
け
つ
つ
、「
長
男
は
父
親
と
た
く
さ
ん

遊
べ
て
う
れ
し
か
っ
た
み
た
い
」
と
語
る
渡

辺
さ
ん
。
現
在
は
幼
稚
園
へ
の
送
り
迎
え
や
、

「
子
ど
も
の
面
倒
を
見
る
か
ら
美
容
院
へ
行
っ

て
き
た
ら
？
」
と
妻
に
声
を
か
け
る
な
ど
、

家
族
と
の
関
係
を
一
層
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

　「
育
児
休
業
を
機
に
妻
子
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
増
え
ま
し
た
。
家
庭
生
活
が
充

実
し
て
い
れ
ば
こ
そ
、
仕
事
で
も
力
を
発
揮

で
き
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
」 

　
平
成
22
年
度
の
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率

は
1
・
3
8
%
。
上
昇
傾
向
に
あ
る
も
の
の

ご
く
わ
ず
か
で
す
。「
取
得
を
迷
う
男
性
は
臆

せ
ず
や
っ
て
み
て
。
子
育
て
は
人
生
に
お
い

て
最
高
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
だ
か
ら
」
と
エ

ー
ル
を
送
る
渡
辺
さ
ん
。「
ゆ
く
ゆ
く
は
子
ど

も
に
お
父
ち
ゃ
ん
の
会
社
で
働
き
た
い
と
言

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
最
後
に
夢
を
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　下のグラフは、生活の中での「仕事」「家庭生活」「地域や個人の生活（学習・趣味・付き
合い等）」の優先度の希望と現実を聞いたものです。男女ともに年齢によって優先したいもの
が変化していますが、いずれの年代も希望と現実にギャップがみられます。 

出典／内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（平成21年） 
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そ
の
時
々
で
 

や
れ
る
こ
と
を
一
生
懸
命
 

地
域
に
根
ざ
し
た
 

生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し
 

ワ
ー
ク
も
ラ
イ
フ
も
ど
ち
ら
も
 

正
直
に
生
き
る
こ
と
 

（
60
代
／
植
木
職
人
）
 

●
家
族
構
成
 

　
妻
、
 

　
長
女
、
次
女
 

清
水

浩
行
さ
ん
 

第二の人生の 
ワーク・ライフ・バランス 

仕
事
も
家
庭
も
地
域
活
動
も
あ
き
ら
め
な
い
 

平
日
は
仕
事
に
集
中
、
 

休
日
は
地
域
と
家
庭
 

地
域
参
加
の
 

き
っ
か
け
は
子
育
て
 

楽
し
さ
が
見
つ
か
れ
ば
 

生
活
は
変
わ
る
 

（
40
代
／
会
社
員
）
 

●
家
族
構
成
 

　
妻
、
 

　
長
男（
12
歳
）、次
男（
9
歳
）、長
女（
3
歳
） 

佐
藤

靖
徳
さ
ん
 

地域生活を楽しむ 
ワーク・ライフ・バランス 

子
ど
も
と
一
緒
に
地
域
に
と
び
出
し
て
 

営
業
職
の
腕
を
買
わ
れ
て
現
在
の
会
社
に
入

っ
た
と
い
う
佐
藤
さ
ん
。
出
張
が
多
く
帰
宅
が

深
夜
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
、
平
日
は
帰
っ

た
ら
寝
る
だ
け
と
い
う
生
活
で
す
。 

モ
ー
レ
ツ
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
見
え
る
佐
藤

さ
ん
で
す
が
、
実
は
仕
事
用
の
ほ
か
に
も
う
一

つ
の
名
刺
を
持
っ
て
い
ま
す
。
肩
書
は
「
東
戸

山
ス
リ
ー
ス
タ
ー
ズ
・
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
」。
土

日
祝
日
は
、
少
年
野
球
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
と
し

て
予
定
が
び
っ
し
り
埋
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。 

試
合
の
あ
る
日
は
、
朝
８
時
か
ら
夕
方
ま
で

チ
ー
ム
に
付
き
っ
き
り
。
試
合
の
な
い
日
は
、

４
時
間
く
ら
い
が
練
習
で
、
残
り
の
時
間
に
チ

ー
ム
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
試
合
結
果
の
管
理
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
・
個
人
の
成
績
表
作
成
な

ど
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
す
る

と
の
こ
と
。 

「
息
子
た
ち
と
は
野
球
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
ま
す
が
、
３
歳
の
娘
と
は

接
点
が
少
な
い
の
で
、
時
間
の
あ
る
と
き
に
は

な
る
べ
く
娘
の
相
手
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
先
週
も
練
習
の
後
で
、
娘
と
ア
ニ
メ
映
画

を
観
に
行
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
間
一
人
で
買

い
物
で
き
た
、
と
妻
に
も
喜
ば
れ
ま
し
た
」
と
、

家
庭
生
活
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

仕
事
で
帰
宅
が
午
前
０
時
を
回
る
と
、
翌
朝

８
時
か
ら
の
練
習
は
さ
す
が
に
体
力
的
に
き
つ

い
の
で
、
忙
し
い
日
は
少
し
で
も
時
間
が
あ
れ

ば
眠
り
、
睡
眠
の
確
保
に
努
め
る
そ
う
で
す
。 

    佐
藤
さ
ん
は
、
小
中
学
生
時
代
に
野
球
、
高

校
で
は
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。 

「
自
分
の
子
ど
も
に
も
ど
ち
ら
か
を
や
ら
せ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ス
リ
ー
ス
タ
ー
ズ

は
小
学
校
の
前
の
広
場
で
練
習
し
て
い
た
の
で
、

長
男
は
１
年
生
で
入
部
し
た
の
で
す
。
心
配
で

見
に
行
っ
た
と
き
に
球
拾
い
な
ど
を
手
伝
っ
て

い
た
ら
、
グ
ロ
ー
ブ
を
持
っ
て
き
て
く
れ
と
言

わ
れ
、
１
年
後
に
は
コ
ー
チ
に
な
ら
な
い
か
、

と
誘
わ
れ
て
」 

現
在
、
長
男
が
６
年
目
、
佐
藤
さ
ん
は
コ
ー

チ
に
な
っ
て
４
年
目
、
次
男
も
所
属
し
て
３
年

目
に
な
り
ま
す
。
妻
も
お
茶
当
番
や
応
援
な
ど

で
顔
を
出
す
こ
と
が
多
く
、
家
族
の
休
日
は
野

球
を
中
心
に
回
っ
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
の
活

躍
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
長
男
・
次
男
と

は
、
野
球
の
話
ば
か
り
。
は
じ
め
は
筋
肉
痛
で

翌
日
の
仕
事
に
響
い
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す

が
、
今
で
は
す
っ
か
り
「
平
日
は
仕
事
・
休
日

は
野
球
」
の
ペ
ー
ス
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。 

コ
ー
チ
を
引
き
受
け
て
か
ら
、
対
戦
し
た
チ

ー
ム
の
指
導
者
と
お
酒
を
飲
ん
だ
り
、
地
域
の

「
お
や
じ
の
会
」
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
と
、

交
友
関
係
も
ど
ん
ど
ん
広
が
り
ま
し
た
。
人
と

話
す
の
が
嫌
い
で
は
な
い
と
い
う
佐
藤
さ
ん
は
、

「
友
達
が
増
え
て
楽
し
い
で
す
。
新
宿
で
は
顔

を
知
ら
れ
て
悪
さ
は
で
き
ま
せ
ん
ね
」
と
笑
い

ま
す
。
地
域
で
の
付
き
合
い
が
あ
る
お
か
げ
で
、

わ
が
子
を
見
守
っ
て
い
て
も
ら
え
る
し
、
よ
そ

の
子
ど
も
を
注
意
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

    働
き
盛
り
の
男
性
は
子
育
て
や
地
域
の
活
動

に
参
加
で
き
な
い
、
と
い
う
常
識
を
覆
す
佐
藤

さ
ん
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
休
日
に
仕
事
を
持
ち
込

ま
な
い
こ
と
だ
と
か
。 

「
遠
方
へ
の
営
業
が
多
い
の
で
移
動
時
間
も

使
い
、
仕
事
は
平
日
に
片
づ
け
て
い
ま
す
。
ア

シ
ス
タ
ン
ト
に
で
き
る
仕
事
は
任
せ
、
自
分
の

い
な
い
と
き
に
問
い
合
わ
せ
が
来
て
も
回
る
仕

組
み
を
作
っ
て
、
仕
事
の
簡
素
化
を
図
っ
て
き

ま
し
た
」 

野
球
の
話
題
が
お
客
様
と
の
間
を
取
り
持
っ

て
く
れ
た
り
、
部
下
の
指
導
に
コ
ー
チ
と
し
て

の
経
験
が
役
立
つ
な
ど
、
仕
事
に
も
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
る
と
佐
藤
さ
ん
は
語
り
ま
す
。
し
か

し
、
子
ど
も
を
参
加
さ
せ
て
も
、
自
分
は
地
域

に
か
か
わ
ろ
う
と
し
な
い
親
が
多
い
も
の
。 

「
無
理
な
状
況
の
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
も
、
で
き
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
る

ん
で
す
よ
。
面
倒
な
こ
と
に
思
わ
れ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
時
間
の
あ
る
限
り
人
と
の
付

き
合
い
を
大
事
に
し
て
い
く
と
、
職
場
と
は
違

う
楽
し
さ
を
見
つ
け
て
、
生
活
が
楽
し
く
変
わ

っ
て
い
き
ま
す
」 

平
日
も
休
日
も
と
て
も
多
忙
な
は
ず
な
の
に
、

佐
藤
さ
ん
に
は
疲
れ
た
様
子
が
全
く
見
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
お
子
さ
ん
の
成
長
や
お
仕
事
の

変
化
に
合
わ
せ
、
そ
の
時
そ
の
時
の
バ
ラ
ン
ス

で
、
こ
れ
か
ら
も
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て

い
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
働
き
盛

り
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
た
め
の

も
の
で
す
。
生
涯
を
通
じ
て
よ
り
良
い
人
生

を
送
る
た
め
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
大
切
な
の

で
し
ょ
う
か
。 

　「
若
い
と
き
か
ら
仕
事
に
限
ら
ず
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
」
と
語
る
清

水
浩
行
さ
ん
。
実
は
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
（
大

毎
オ
リ
オ
ン
ズ
、
当
時
）
で
し
た
。
引
退
後

の
30
代
は
長
野
県
・
諏
訪
市
で
暮
ら
し
、
映

画
の
照
明
の
仕
事
、
建
築
業
、
ス
ナ
ッ
ク
の

オ
ー
ナ
ー
、
観
光
人
力
車
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

仕
事
に
挑
戦
し
て
き
た
一
方
、「
諏
訪
の
人
た

ち
に
御
神
輿
を
見
せ
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、

浅
草
か
ら
御
神
輿
を
調
達
し
、
初
の
『
神
輿

祭
り
』
を
開
催
す
る
な
ど
地
域
の
役
に
立
つ

活
動
な
ど
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
諏
訪
で
の
仕
事
も
順
調
で
、
子
ど
も
も
生

ま
れ
、
地
域
で
も
活
躍
し
て
い
た
清
水
さ
ん

で
す
が
、
42
歳
の
と
き
東
京
で
暮
ら
す
母
親

の
体
調
が
悪
く
な
り
、
東
京
に
戻
る
こ
と
に
。

仕
事
を
得
る
た
め
植
木
屋
に
弟
子
入
り
し
、

植
木
職
人
と
な
り
ま
し
た
。 

　「
東
京
で
出
直
す
こ
と
に
迷
い
は
な
か
っ
た
」

と
い
う
清
水
さ
ん
。「
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、 

楽
し
か
っ
た
と
思
え
る
の
は
人
と
の
出
会
い
。

で
き
な
い
状
況
を
言
い
訳
に
せ
ず
、
そ
の
時
々

で
自
分
に
や
れ
る
こ
と
を
一
生
懸
命
や
っ
て

き
ま
し
た
」
と
語
り
ま
す
。 

    　
現
在
65
歳
の
清
水
さ
ん
は
、
植
木
職
人
と

し
て
働
く
か
た
わ
ら
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
経
験
を
活
か
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
そ
の
一
つ
が
、
四
谷
４
丁
目
交
差
点
の
植

え
込
み
の
整
備
で
す
。 

　「
も
と
も
と
こ
こ
は
吹
き
溜
ま
り
で
、
道
行

く
人
々
の
憩
い
の
場
に
な
る
よ
う
に
と
、
自

ら
許
可
を
申
し
入
れ
て
植
え
込
み
を
作
り
ま

し
た
。
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
と
始
め
た
活

動
で
す
が
、
町
会
か
ら
感
謝
状
を
頂
い
た
と

き
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」 

　
季
節
に
よ
っ
て
植
木
を
入
れ
替
え
、
小
さ

な
池
も
造
り
メ
ダ
カ
を
放
す
な
ど
本
格
的
な

も
の
で
、
清
水
さ
ん
は
手
入
れ
を
す
る
の
が

楽
し
み
で
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
通
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。 

　
ま
た
、
地
元
・
荒
木
町
の
仲
間
に
呼
び
か

け
て
「
石
だ
た
み
の
会
」
を
設
立
、
飲
食
店

街
の
石
畳
を
増
や
し
て
情
緒
あ
る
路
地
に
整

備
し
よ
う
と
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
か
つ
て
花
街
と
し
て
栄
え
た
荒
木
町
に
は

昭
和
30
年
代
に
料
亭
の
店
主
等
に
よ
っ
て
整

備
さ
れ
た
約
１
２
０
メ
ー
ト
ル
の
石
畳
が
残

っ
て
お
り
、
路
地
巡
り
を
楽
し
む
人
た
ち
に

も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　「
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
良
い
と
思

っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
不
況
の
折
、
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
進
み
ま
せ
ん
が
、
交
差

点
の
植
木
の
整
備
同
様
、
遊
び
心
を
忘
れ
ず

に
コ
ツ
コ
ツ
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
」
と

語
る
清
水
さ
ん
か
ら
は
、
地
域
を
愛
す
る
思

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

    　
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
自
ら
の
人

生
を
切
り
開
い
て
き
た
清
水
さ
ん
。
家
庭
生

活
に
お
い
て
は
「
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自

分
で
や
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
妻
と
協
力
し

合
い
家
事
や
子
育
て
な
ど
も
分
担
し
て
き
ま

し
た
。 

　
自
分
ら
し
い
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
う
か
が
っ
て
み
る
と
、「
ワ
ー
ク

と
ラ
イ
フ
は
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
。
ど
ち

ら
も
自
分
に
正
直
に
生
き
る
こ
と
が
一
番
で

す
ね
」
と
の
答
え
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。
第
二
の
人

生
は
地
域
活
動
に
軸
足
を

置
い
て
い
き
た
い
と
清
水

さ
ん
。「
今
の
自
分
が
あ
る

の
は
今
ま
で
出
会
っ
て
き

た
人
の
一
言
ひ
と
言
が
あ

る
お
か
げ
で
す
」
最
後
に

や
や
照
れ
な
が
ら
、「
何
も

言
わ
ず
好
き
な
こ
と
を
や

ら
せ
て
く
れ
た
家
族
に
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
語
っ

て
く
れ
た
ひ
と
言
が
印
象

的
で
し
た
。 

スタイルいろいろ 

それぞれの 
ワーク・ライフ・バランス 
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そ
の
時
々
で
 

や
れ
る
こ
と
を
一
生
懸
命
 

地
域
に
根
ざ
し
た
 

生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し
 

ワ
ー
ク
も
ラ
イ
フ
も
ど
ち
ら
も
 

正
直
に
生
き
る
こ
と
 

（
60
代
／
植
木
職
人
）
 

●
家
族
構
成
 

　
妻
、
 

　
長
女
、
次
女
 

清
水

浩
行
さ
ん
 

第二の人生の 
ワーク・ライフ・バランス 

仕
事
も
家
庭
も
地
域
活
動
も
あ
き
ら
め
な
い
 

平
日
は
仕
事
に
集
中
、
 

休
日
は
地
域
と
家
庭
 

地
域
参
加
の
 

き
っ
か
け
は
子
育
て
 

楽
し
さ
が
見
つ
か
れ
ば
 

生
活
は
変
わ
る
 

（
40
代
／
会
社
員
）
 

●
家
族
構
成
 

　
妻
、
 

　
長
男（
12
歳
）、次
男（
9
歳
）、長
女（
3
歳
） 

佐
藤

靖
徳
さ
ん
 

地域生活を楽しむ 
ワーク・ライフ・バランス 

子
ど
も
と
一
緒
に
地
域
に
と
び
出
し
て
 

営
業
職
の
腕
を
買
わ
れ
て
現
在
の
会
社
に
入

っ
た
と
い
う
佐
藤
さ
ん
。
出
張
が
多
く
帰
宅
が

深
夜
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
、
平
日
は
帰
っ

た
ら
寝
る
だ
け
と
い
う
生
活
で
す
。 

モ
ー
レ
ツ
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
見
え
る
佐
藤

さ
ん
で
す
が
、
実
は
仕
事
用
の
ほ
か
に
も
う
一

つ
の
名
刺
を
持
っ
て
い
ま
す
。
肩
書
は
「
東
戸

山
ス
リ
ー
ス
タ
ー
ズ
・
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
」。
土

日
祝
日
は
、
少
年
野
球
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
と
し

て
予
定
が
び
っ
し
り
埋
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。 

試
合
の
あ
る
日
は
、
朝
８
時
か
ら
夕
方
ま
で

チ
ー
ム
に
付
き
っ
き
り
。
試
合
の
な
い
日
は
、

４
時
間
く
ら
い
が
練
習
で
、
残
り
の
時
間
に
チ

ー
ム
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
試
合
結
果
の
管
理
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
・
個
人
の
成
績
表
作
成
な

ど
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
す
る

と
の
こ
と
。 

「
息
子
た
ち
と
は
野
球
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
ま
す
が
、
３
歳
の
娘
と
は

接
点
が
少
な
い
の
で
、
時
間
の
あ
る
と
き
に
は

な
る
べ
く
娘
の
相
手
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
先
週
も
練
習
の
後
で
、
娘
と
ア
ニ
メ
映
画

を
観
に
行
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
間
一
人
で
買

い
物
で
き
た
、
と
妻
に
も
喜
ば
れ
ま
し
た
」
と
、

家
庭
生
活
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

仕
事
で
帰
宅
が
午
前
０
時
を
回
る
と
、
翌
朝

８
時
か
ら
の
練
習
は
さ
す
が
に
体
力
的
に
き
つ

い
の
で
、
忙
し
い
日
は
少
し
で
も
時
間
が
あ
れ

ば
眠
り
、
睡
眠
の
確
保
に
努
め
る
そ
う
で
す
。 

    佐
藤
さ
ん
は
、
小
中
学
生
時
代
に
野
球
、
高

校
で
は
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。 

「
自
分
の
子
ど
も
に
も
ど
ち
ら
か
を
や
ら
せ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ス
リ
ー
ス
タ
ー
ズ

は
小
学
校
の
前
の
広
場
で
練
習
し
て
い
た
の
で
、

長
男
は
１
年
生
で
入
部
し
た
の
で
す
。
心
配
で

見
に
行
っ
た
と
き
に
球
拾
い
な
ど
を
手
伝
っ
て

い
た
ら
、
グ
ロ
ー
ブ
を
持
っ
て
き
て
く
れ
と
言

わ
れ
、
１
年
後
に
は
コ
ー
チ
に
な
ら
な
い
か
、

と
誘
わ
れ
て
」 

現
在
、
長
男
が
６
年
目
、
佐
藤
さ
ん
は
コ
ー

チ
に
な
っ
て
４
年
目
、
次
男
も
所
属
し
て
３
年

目
に
な
り
ま
す
。
妻
も
お
茶
当
番
や
応
援
な
ど

で
顔
を
出
す
こ
と
が
多
く
、
家
族
の
休
日
は
野

球
を
中
心
に
回
っ
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
の
活

躍
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
長
男
・
次
男
と

は
、
野
球
の
話
ば
か
り
。
は
じ
め
は
筋
肉
痛
で

翌
日
の
仕
事
に
響
い
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す

が
、
今
で
は
す
っ
か
り
「
平
日
は
仕
事
・
休
日

は
野
球
」
の
ペ
ー
ス
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。 

コ
ー
チ
を
引
き
受
け
て
か
ら
、
対
戦
し
た
チ

ー
ム
の
指
導
者
と
お
酒
を
飲
ん
だ
り
、
地
域
の

「
お
や
じ
の
会
」
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
と
、

交
友
関
係
も
ど
ん
ど
ん
広
が
り
ま
し
た
。
人
と

話
す
の
が
嫌
い
で
は
な
い
と
い
う
佐
藤
さ
ん
は
、

「
友
達
が
増
え
て
楽
し
い
で
す
。
新
宿
で
は
顔

を
知
ら
れ
て
悪
さ
は
で
き
ま
せ
ん
ね
」
と
笑
い

ま
す
。
地
域
で
の
付
き
合
い
が
あ
る
お
か
げ
で
、

わ
が
子
を
見
守
っ
て
い
て
も
ら
え
る
し
、
よ
そ

の
子
ど
も
を
注
意
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

    働
き
盛
り
の
男
性
は
子
育
て
や
地
域
の
活
動

に
参
加
で
き
な
い
、
と
い
う
常
識
を
覆
す
佐
藤

さ
ん
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
休
日
に
仕
事
を
持
ち
込

ま
な
い
こ
と
だ
と
か
。 

「
遠
方
へ
の
営
業
が
多
い
の
で
移
動
時
間
も

使
い
、
仕
事
は
平
日
に
片
づ
け
て
い
ま
す
。
ア

シ
ス
タ
ン
ト
に
で
き
る
仕
事
は
任
せ
、
自
分
の

い
な
い
と
き
に
問
い
合
わ
せ
が
来
て
も
回
る
仕

組
み
を
作
っ
て
、
仕
事
の
簡
素
化
を
図
っ
て
き

ま
し
た
」 

野
球
の
話
題
が
お
客
様
と
の
間
を
取
り
持
っ

て
く
れ
た
り
、
部
下
の
指
導
に
コ
ー
チ
と
し
て

の
経
験
が
役
立
つ
な
ど
、
仕
事
に
も
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
る
と
佐
藤
さ
ん
は
語
り
ま
す
。
し
か

し
、
子
ど
も
を
参
加
さ
せ
て
も
、
自
分
は
地
域

に
か
か
わ
ろ
う
と
し
な
い
親
が
多
い
も
の
。 

「
無
理
な
状
況
の
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
も
、
で
き
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
る

ん
で
す
よ
。
面
倒
な
こ
と
に
思
わ
れ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
時
間
の
あ
る
限
り
人
と
の
付

き
合
い
を
大
事
に
し
て
い
く
と
、
職
場
と
は
違

う
楽
し
さ
を
見
つ
け
て
、
生
活
が
楽
し
く
変
わ

っ
て
い
き
ま
す
」 

平
日
も
休
日
も
と
て
も
多
忙
な
は
ず
な
の
に
、

佐
藤
さ
ん
に
は
疲
れ
た
様
子
が
全
く
見
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
お
子
さ
ん
の
成
長
や
お
仕
事
の

変
化
に
合
わ
せ
、
そ
の
時
そ
の
時
の
バ
ラ
ン
ス

で
、
こ
れ
か
ら
も
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て

い
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
働
き
盛

り
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
た
め
の

も
の
で
す
。
生
涯
を
通
じ
て
よ
り
良
い
人
生

を
送
る
た
め
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
大
切
な
の

で
し
ょ
う
か
。 

　「
若
い
と
き
か
ら
仕
事
に
限
ら
ず
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
」
と
語
る
清

水
浩
行
さ
ん
。
実
は
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
（
大

毎
オ
リ
オ
ン
ズ
、
当
時
）
で
し
た
。
引
退
後

の
30
代
は
長
野
県
・
諏
訪
市
で
暮
ら
し
、
映

画
の
照
明
の
仕
事
、
建
築
業
、
ス
ナ
ッ
ク
の

オ
ー
ナ
ー
、
観
光
人
力
車
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

仕
事
に
挑
戦
し
て
き
た
一
方
、「
諏
訪
の
人
た

ち
に
御
神
輿
を
見
せ
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、

浅
草
か
ら
御
神
輿
を
調
達
し
、
初
の
『
神
輿

祭
り
』
を
開
催
す
る
な
ど
地
域
の
役
に
立
つ

活
動
な
ど
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
諏
訪
で
の
仕
事
も
順
調
で
、
子
ど
も
も
生

ま
れ
、
地
域
で
も
活
躍
し
て
い
た
清
水
さ
ん

で
す
が
、
42
歳
の
と
き
東
京
で
暮
ら
す
母
親

の
体
調
が
悪
く
な
り
、
東
京
に
戻
る
こ
と
に
。

仕
事
を
得
る
た
め
植
木
屋
に
弟
子
入
り
し
、

植
木
職
人
と
な
り
ま
し
た
。 

　「
東
京
で
出
直
す
こ
と
に
迷
い
は
な
か
っ
た
」

と
い
う
清
水
さ
ん
。「
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、 

楽
し
か
っ
た
と
思
え
る
の
は
人
と
の
出
会
い
。

で
き
な
い
状
況
を
言
い
訳
に
せ
ず
、
そ
の
時
々

で
自
分
に
や
れ
る
こ
と
を
一
生
懸
命
や
っ
て

き
ま
し
た
」
と
語
り
ま
す
。 

    　
現
在
65
歳
の
清
水
さ
ん
は
、
植
木
職
人
と

し
て
働
く
か
た
わ
ら
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
経
験
を
活
か
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
そ
の
一
つ
が
、
四
谷
４
丁
目
交
差
点
の
植

え
込
み
の
整
備
で
す
。 

　「
も
と
も
と
こ
こ
は
吹
き
溜
ま
り
で
、
道
行

く
人
々
の
憩
い
の
場
に
な
る
よ
う
に
と
、
自

ら
許
可
を
申
し
入
れ
て
植
え
込
み
を
作
り
ま

し
た
。
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
と
始
め
た
活

動
で
す
が
、
町
会
か
ら
感
謝
状
を
頂
い
た
と

き
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」 

　
季
節
に
よ
っ
て
植
木
を
入
れ
替
え
、
小
さ

な
池
も
造
り
メ
ダ
カ
を
放
す
な
ど
本
格
的
な

も
の
で
、
清
水
さ
ん
は
手
入
れ
を
す
る
の
が

楽
し
み
で
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
通
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。 

　
ま
た
、
地
元
・
荒
木
町
の
仲
間
に
呼
び
か

け
て
「
石
だ
た
み
の
会
」
を
設
立
、
飲
食
店

街
の
石
畳
を
増
や
し
て
情
緒
あ
る
路
地
に
整

備
し
よ
う
と
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
か
つ
て
花
街
と
し
て
栄
え
た
荒
木
町
に
は

昭
和
30
年
代
に
料
亭
の
店
主
等
に
よ
っ
て
整

備
さ
れ
た
約
１
２
０
メ
ー
ト
ル
の
石
畳
が
残

っ
て
お
り
、
路
地
巡
り
を
楽
し
む
人
た
ち
に

も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　「
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
良
い
と
思

っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
不
況
の
折
、
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
進
み
ま
せ
ん
が
、
交
差

点
の
植
木
の
整
備
同
様
、
遊
び
心
を
忘
れ
ず

に
コ
ツ
コ
ツ
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
」
と

語
る
清
水
さ
ん
か
ら
は
、
地
域
を
愛
す
る
思

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

    　
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
自
ら
の
人

生
を
切
り
開
い
て
き
た
清
水
さ
ん
。
家
庭
生

活
に
お
い
て
は
「
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自

分
で
や
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
妻
と
協
力
し

合
い
家
事
や
子
育
て
な
ど
も
分
担
し
て
き
ま

し
た
。 

　
自
分
ら
し
い
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
う
か
が
っ
て
み
る
と
、「
ワ
ー
ク

と
ラ
イ
フ
は
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
。
ど
ち

ら
も
自
分
に
正
直
に
生
き
る
こ
と
が
一
番
で

す
ね
」
と
の
答
え
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。
第
二
の
人

生
は
地
域
活
動
に
軸
足
を

置
い
て
い
き
た
い
と
清
水

さ
ん
。「
今
の
自
分
が
あ
る

の
は
今
ま
で
出
会
っ
て
き

た
人
の
一
言
ひ
と
言
が
あ

る
お
か
げ
で
す
」
最
後
に

や
や
照
れ
な
が
ら
、「
何
も

言
わ
ず
好
き
な
こ
と
を
や

ら
せ
て
く
れ
た
家
族
に
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
語
っ

て
く
れ
た
ひ
と
言
が
印
象

的
で
し
た
。 

スタイルいろいろ 

それぞれの 
ワーク・ライフ・バランス 



0 1996 1999 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

20

10

40

30

60

50

80

70

100

90

49.1

0.1

56.4

0.4

64.0

0.3

73.1

0.4

70.6

0.6

72.3

民間事業所 女性 

民間事業所 男性 

0.5

88.5

0.6

89.7

1.6

90.6

1.2

85.6

1.7

83.7

1.4

日本 

女性の家事関連時間（家事・育児・介護・買い物など）を100とした場合の、 
男性の参加度（％） 

出典／総務省統計局「平成23年社会生活基本調査のはなし」2011年より作成 

出典／厚生労働省「雇用均等基本調査」 

アメリカ カナダ フィンランド スウェーデン 
0

20

10

40

30

60

50

80

70

100

26.8％ 

58.8％ 60.5％ 59.0％ 

67.6％ 

90

図１　男性の家族内ケアの国際比較 

図２　男性と女性の育休取得率の推移 

・
・ 

With Shinjuku No.111   67   With Shinjuku No.111

家族とケアのこれから 
―血縁や性差を 
　　超えて支え合う― 

柏 木　惠 子 
（東京女子大学名誉教授） 

1932年生。東京大学大学院心理学専攻
博士課程修了。教育学博士。専攻は発
達心理学・家族心理学。 

シリーズ「小さくなる家族」② 

平成22年国勢調査によると、新宿区では一般世帯の平均人員は1.65 人
でした。家族が縮小を続ける一方、高齢人口はますます増え、育児や
介護はどうなっていくのでしょう。発達心理学の柏木惠子さんに寄稿
をお願いしました。 

 

ケ
ア
は
誰
が
？ 

 

　
人
間
の
一
生
は
、
ケ
ア
の
視
点
か
ら

み
る
と
、
万
全
の
世
話
を
受
け
る
「
赤

ち
ゃ
ん
の
時
期
」、
自
立
し
他
か
ら
の

世
話
を
必
要
と
し
な
い
「
成
人
期
」、

そ
し
て
最
後
に
老
い
病
ん
で
世
話
を
受

け
る
「
高
齢
期
」
か
ら
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
誰
の
一
生
に
も
共
通
で

す
。
で
は
、
こ
の
万
人
に
必
須
の
ケ
ア

は
誰
が
担
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？ 

　
日
本
で
は
断
然
、
女
性
で
す
。
母
と

し
て
／
妻
と
し
て
／
嫁
と
し
て
／
娘
と

し
て
育
児
や
介
護
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
他
国
に
類
の
な
い
日
本
の
特
徴

で
す
。
図
１
を
み
て
く
だ
さ
い
。
他
国

の
男
性
が
家
事
・
育
児
・
介
護
を
女
性

に
匹
敵
す
る
ほ
ど
し
て
い
る
、
こ
れ
に

比
べ
て
日
本
の
男
性
の
家
事
時
間
（
育

児
・
介
護
を
含
む
）
は
最
低
な
こ
と
が

一
目
瞭
然
で
す
！ 

　
男
性
は
ワ
ー
ク
・
ワ
ー
ク
、
片
や
女

性
は
ワ
ー
ク
あ
っ
て
も
ケ
ア
は
担
う
、

こ
れ
が
日
本
の
現
状
。
男
性
の
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
明
白
で
す
。

「
イ
ク
メ
ン
」
が
増
え
た
と
評
判
で
す

が
、
実
際
は
わ
ず
か
、
だ
か
ら
話
題
に

な
る
の
で
す
。
男
性
の
育
休
取
得
率
は

図
の
下
部
に
張
り
付
い
た
よ
う
に
少
な

く
、
女
性
の
高
い
取
得
率
と
は
雲
泥
の

差
が
あ
り
ま
す
（
図
２
）。 

　
日
本
の
男
性
は
「
父
親
に
な
る
」
が

「
父
親
を
す
る
」
こ
と
は
な
い
、
育
児

か
ら
降
り
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
え
ま

し
ょ
う
。
ち
な
み
に
、
公
的
な
場
で
も

介
護
・
保
育
・
看
護
な
ど
の
ケ
ア
職
は

女
性
優
位
、80
％
が
女
性
で
、
男
性
は

職
場
に
い
て
も
事
務
・
管
理
職
で
す
。 

 
ケ
ア
の
女
性
化
の
破
綻 

 

―
―
男
性
の
育
児
不
在
の
悪
影
響
は 

あ
ち
こ
ち
に
―
― 

　
家
事
・
育
児
に
限
り
ま
せ
ん
。
心
理

的
に
も
恋
愛
中
は
対
等
に
ケ
ア
し
合
う

関
係
だ
っ
た
の
が
、
結
婚
後
は
「
夫
は

ケ
ア
さ
れ
る
／
妻
は
ケ
ア
す
る
」
と
い

う
非
対
称
的
関
係
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
日
本
の
男
性
は
ケ
ア
さ

れ
る
ば
か
り
で
、
自
ら
ケ
ア
す
る
体
験

が
乏
し
い
の
で
す
。 

　
こ
の
影
響
は
深
刻
で
す
。
母
親
の
育

児
不
安
は
父
親
（
夫
）
が
育
児
不
参
加

の
場
合
に
強
い
、
こ
れ
は
妻
の
結
婚
満

足
度
が
夫
よ
り
ず
っ
と
低
い
こ
と
に
も

繋
が
っ
て
い
ま
す
。
育
児
し
な
い
父
親

へ
の
子
ど
も
の
信
頼
は
低
く
、
子
の
心

理
的
支
え
に
も
な
り
得
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
妻
子
へ
の
影
響
は
明
白
そ
し
て

重
大
で
す
が
、
更
に
深
刻
な
の
は
父
親

自
身
の
発
達
不
全
の
問
題
で
す
。 

　
ケ
ア
さ
れ
る
ば
か
り
で
自
ら
他
者
を

ケ
ア
す
る
体
験
の
乏
し
い
こ
と
は
、
自

分
が
他
者
を
ケ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
態
に
な
っ
た
と
き
、
切
実
な
問
題

と
し
て
露
呈
し
ま
す
。
今
で
も
ほ
と
ん

ど
の
男
性
は
、
自
分
の
老
後
は
妻
や
娘
・

嫁
に
介
護
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
そ
う
は
い
か
な
く
な
り
ま

し
た
。 

　
先
述
し
た
よ
う
に
、
少
子
に
し
て
高

齢
化
の
今
日
、
女
性
だ
け
が
ケ
ア
ラ
ー

（
※
）
と
い
う
こ
と
で
は
済
み
ま
せ
ん
。

妻
が
先
に
病
み
逝
く
場
合
も
稀
で
は
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
事
態
に
直

面
し
た
と
き
、
ケ
ア
す
る
体
験
が
乏
し

く
ケ
ア
さ
れ
る
立
場
に
慣
れ
て
し
ま
っ

た
男
性
は
、
自
分
が
ケ
ア
す
る
立
場
を

受
容
す
る
の
が
難
し
く
、
困
惑
混
乱
し

無
力
感
に
陥
り
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
ケ
ア
す
る
こ
と
の
困
難
が

極
限
に
達
し
た
と
き
、
虐
待
に
陥
っ
て

し
ま
う
で
し
ょ
う
。
最
近
、
家
族
介
護

で
の
虐
待
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
加
害
者
は
息
子
（
が
親
を
）・
夫
（
が

妻
を
）
と
男
性
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で

す
。
こ
れ
は
男
性
に
ケ
ア
ラ
ー
と
し
て

の
覚
悟
や
資
質
が
欠
け
て
い
る
こ
と
と

無
縁
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。 

 

解
決
へ
の
道
は
？ 

 

―
―
―
性
別
し
つ
け
の
是
正
―
―
―
　 

　
少
子
高
齢
化
が
「
ケ
ア
の
担
い
手
は

女
性
」
と
い
う
従
来
の
か
た
ち
を
破
綻

さ
せ
ま
し
た
。
ケ
ア
の
必
要
性
は
大
き

く
な
る
・
長
期
化
す
る
一
方
、
担
い
手

は
少
な
く
な
る
、
こ
の
問
題
解
決
へ
の

道
・
方
策
は
次
の
二
点
に
集
約
さ
れ
ま

す
。 ①

男
女
と
も
に 

ケ
ア
ラ
ー
に
な
る
こ
と 

　
男
性
も
女
性
も
、
人
生
は
「
ケ
ア
さ

れ
る
―
ケ
ア
す
る
―
ケ
ア
さ
れ
る
」
の

連
続
で
す
。
い
か
に
稼
ご
う
と
、
ワ
ー

ク
・
ワ
ー
ク
で
、
ケ
ア
さ
れ
る
だ
け
の

一
生
は
あ
り
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
女
性
も
ワ
ー
ク
す
る
人
生

へ
向
か
わ
せ
る
で
し
ょ
う
。
働
く
こ
と

と
家
族
役
割
（
家
事
・
育
児
・
介
護
）

を
担
う
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
男
女
と
も

に
権
利
で
あ
り
責
務
で
す
。
そ
の
権
利

の
実
現
が
男
女
と
も
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま

す
。 

　
そ
の
た
め
に
は
、
日
本
の
社
会
に
強

い
『
男
は
し
ご
と
』『
育
児
は
母
の
手

で
』
と
い
う
思
い
込
み
を
払
拭
す
る
こ

と
が
大
前
提
で
す
。
し
ご
と
だ
け
で
は

だ
め
、
育
児
は
母
だ
け
で
は
だ
め
な
こ

と
は
、
発
達
心
理
学
・
家
族
心
理
学
が

明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
（
参
考
文
献
参

照
）。 ②

日
本
に
顕
著
な
性
別
し
つ
け
・ 

教
育
の
是
正 

　
性
に
よ
る
し
つ
け
・
教
育
の
差
別
は
、

今
も
日
本
に
は
隠
然
と
存
在
し
て
い
ま

す
。「
学
歴
は
男
子
に
、
家
事
手
伝
い

は
女
子
に
」
は
そ
の
一
例
で
す
。
勉
強

―
就
職
が
目
標
の
し
つ
け
・
教
育
で
、

男
子
に
は
幼
少
期
は
も
ち
ろ
ん
成
人
後

も
母
親
の
家
事
に
依
存
し
た
パ
ラ
サ
イ

ト
の
生
活
が
続
き
、
ケ
ア
さ
れ
る
ば
か

り
で
ケ
ア
ラ
ー
と
し
て
の
力
は
未
熟
で

す
。
し
か
も
進
学
し
た
男
子
の
学
業
上

の
適
応
は
必
ず
し
も
よ
い
と
は
い
え
ず
、

女
子
の
方
が
勝
っ
て
い
ま
す
。 

　「
男
子
だ
か
ら
、
女
子
だ
か
ら
」
と

性
別
役
割
を
分
化
す
る
意
味
は
、
消
滅

し
ま
し
た
。
十
数
年
前
、『
今
、
個
性

は
性
を
超
え
る
』
と
の
標
語
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
実
現
未
だ
し
の
日
本
。

こ
の
実
現
は
急
務
で
す
。
そ
の
た
め
に

し
つ
け
・
教
育
の
是
正
は
必
須
の
課
題

で
す
。 

　
社
会
の
変
化
が
人
々
の
生
き
方
に
影

響
し
な
い
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。
超
高

齢
・
単
身
社
会
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を

超
え
て
ケ
ア
ラ
ー
と
な
る
、
さ
ら
に
家

族
・
子
ど
も
に
よ
る
介
護
を
絶
対
視
せ

ず
、
血
縁
の
な
い
他
者
に
よ
る
ケ
ア
を

積
極
的
に
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

自
立
と
同
時
に
他
者
へ
の
ケ
ア
の
心
と

力
を
も
っ
て
い
る
人
間
が
、
男
性
で
あ

れ
女
性
で
あ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
「
一
人

前
」
な
の
で
す
。 

※
「
ケ
ア
ラ
ー
」
と
は
、
幼
・
弱
・
病
・

老
者
な
ど
援
助
の
必
要
な
家
族
や
知
人
を

無
償
で
ケ
ア
す
る
人
の
こ
と
。 
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家族とケアのこれから 
―血縁や性差を 
　　超えて支え合う― 

柏 木　惠 子 
（東京女子大学名誉教授） 

1932年生。東京大学大学院心理学専攻
博士課程修了。教育学博士。専攻は発
達心理学・家族心理学。 

シリーズ「小さくなる家族」② 

平成22年国勢調査によると、新宿区では一般世帯の平均人員は1.65 人
でした。家族が縮小を続ける一方、高齢人口はますます増え、育児や
介護はどうなっていくのでしょう。発達心理学の柏木惠子さんに寄稿
をお願いしました。 

 

ケ
ア
は
誰
が
？ 

 

　
人
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一
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は
、
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視
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受
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齢
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は
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万
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日
本
で
は
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然
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女
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す
。
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と
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て
／
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と
し
て
／
嫁
と
し
て
／
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や
介
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担
っ
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ま
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ワ
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担
う
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日
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。
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ワ
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ク
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ラ
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ラ
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す
。
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で
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す
。
男
性
の
育
休
取
得
率
は

図
の
下
部
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に
少
な

く
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性
の
高
い
取
得
率
と
は
雲
泥
の

差
が
あ
り
ま
す
（
図
２
）。 

　
日
本
の
男
性
は
「
父
親
に
な
る
」
が

「
父
親
を
す
る
」
こ
と
は
な
い
、
育
児

か
ら
降
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て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
え
ま

し
ょ
う
。
ち
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み
に
、
公
的
な
場
で
も

介
護
・
保
育
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看
護
な
ど
の
ケ
ア
職
は

女
性
優
位
、80
％
が
女
性
で
、
男
性
は

職
場
に
い
て
も
事
務
・
管
理
職
で
す
。 

 

ケ
ア
の
女
性
化
の
破
綻 

 

―
―
男
性
の
育
児
不
在
の
悪
影
響
は 

あ
ち
こ
ち
に
―
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家
事
・
育
児
に
限
り
ま
せ
ん
。
心
理

的
に
も
恋
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中
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対
等
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ケ
ア
し
合
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関
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だ
っ
た
の
が
、
結
婚
後
は
「
夫
は

ケ
ア
さ
れ
る
／
妻
は
ケ
ア
す
る
」
と
い

う
非
対
称
的
関
係
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
日
本
の
男
性
は
ケ
ア
さ

れ
る
ば
か
り
で
、
自
ら
ケ
ア
す
る
体
験

が
乏
し
い
の
で
す
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こ
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影
響
は
深
刻
で
す
。
母
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育

児
不
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は
父
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（
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）
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児
不
参
加

の
場
合
に
強
い
、
こ
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足
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夫
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こ
と
に
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が
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ま
す
。
育
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い
父
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へ
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ど
も
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信
頼
は
低
く
、
子
の
心

理
的
支
え
に
も
な
り
得
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
妻
子
へ
の
影
響
は
明
白
そ
し
て

重
大
で
す
が
、
更
に
深
刻
な
の
は
父
親

自
身
の
発
達
不
全
の
問
題
で
す
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ケ
ア
さ
れ
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ば
か
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で
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他
者
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ケ
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。
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介
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期
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ど
も
、
そ
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い
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な
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な
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ま

し
た
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先
述
し
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よ
う
に
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し
て
高

齢
化
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日
、
女
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だ
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ケ
ア
ラ
ー

（
※
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ん
。
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。
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れ
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介
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。
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し
て
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縁
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な
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で
し
ょ
う
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ノルウェー 

フィンランド 

アメリカ 

日本 

分野 

健康・寿命 

政治的エンパワーメント 

男 と 女 映画に見る 映画に見る 

 
「
災
害
と
メ
デ
ィ
ア

災
害
と
メ
デ
ィ
ア
　 

　
〜
震
災
の
報
道
か
ら
見
え
る
も
の
〜

　
〜
震
災
の
報
道
か
ら
見
え
る
も
の
〜
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講
師
・
諸
橋

　
　
　
　
講
師
・
諸
橋 

泰
樹
泰
樹 

氏
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
授
）

氏
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
授
） 

 

「
20
代
〜
代
〜
30
代
の
た
め
の

代
の
た
め
の 

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力 

　
　
　
　
　
　
ア
ッ
プ
講
座

　
　
　
　
　
　
ア
ッ
プ
講
座
」 

　
　
講
師
・
竹
内

　
　
講
師
・
竹
内 

康
代
康
代 

氏
（
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
臨
床
美
術
士
）

、
臨
床
美
術
士
） 

 
「
災
害
と
メ
デ
ィ
ア
　 

　
〜
震
災
の
報
道
か
ら
見
え
る
も
の
〜
」 

　
　
　
　
講
師
・
諸
橋 

泰
樹 

氏
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
授
） 

 

「
育
児
マ
マ
の

育
児
マ
マ
の 

　
　
　
生
き
方
応
援
講
座

　
　
　
生
き
方
応
援
講
座
」 

　
　
講
師
・
田
中

　
　
講
師
・
田
中 

喜
美
子

喜
美
子 

氏
（
投
稿
誌
『
わ
い
ふ
』
前
編
集
長
）

氏
（
投
稿
誌
『
わ
い
ふ
』
前
編
集
長
） 

　
　
　
　
　
斎
藤

　
　
　
　
　
斎
藤 

あ
や
子

あ
や
子 

氏
（
㈱
マ
マ
ジ
ョ
ブ
代
表
取
締
役
）

氏
（
㈱
マ
マ
ジ
ョ
ブ
代
表
取
締
役
） 

 

「
育
児
マ
マ
の 

　
　
　
生
き
方
応
援
講
座
」 

　
　
講
師
・
田
中 

喜
美
子 

氏
（
投
稿
誌
『
わ
い
ふ
』
前
編
集
長
） 

　
　
　
　
　
斎
藤 

あ
や
子 

氏
（
㈱
マ
マ
ジ
ョ
ブ
代
表
取
締
役
） 

 

「
20
代
〜
30
代
の
た
め
の 

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力 

　
　
　
　
　
　
ア
ッ
プ
講
座
」 

　
　
講
師
・
竹
内 

康
代 

氏
（
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
臨
床
美
術
士
） 
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教育 

経済参加 

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
私
た
ち

は
新
聞
・
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
で
た
く
さ
ん
の
情
報
に

接
し
て
い
ま
す
。
放
射
能
関
連
の

報
道
が
注
目
さ
れ
る
10
月
８
日
、

メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
る
情
報
を
読
み

解
く
力
を
つ
け
よ
う
と
、
23
名
の

参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

震
災
後
の
テ
レ
ビ
報
道
や
公
共
広

告
機
構
の
C
M
、
緊
急
地
震
速
報

の
音
、
新
聞
記
事
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
「
映

像
に
衝
撃
を
受
け
た
」
「
信
号
音
が
異
様
に
感
じ
た
」
「
教
訓
に

な
る
こ
と
が
あ
っ
た
」
「
同
じ
広
告
が
流
れ
過
ぎ
て
い
た
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
講
師
か
ら
は
、
「
私
た
ち
は

す
べ
て
の
現
場
に
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
メ
デ
ィ
ア
を
使
う
。

情
報
は
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
断
片
化
・
改
変
さ
れ
、
構
成
さ
れ
て
い

る
の
で
、
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
情
報
の
真
偽
を
ど
う
見
抜
く
か
が
重

要
だ
」
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
次
に
、
「
メ
デ
ィ
ア
情
報
の
真
偽
を
ど
う
見
抜
い
た
ら
よ
い
か
？
」

「
ネ
ッ
ト
情
報
を
ど
う
利
用
す
る
か
？
」
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合

い
ま
し
た
。
「
見
抜
く
の
は
難
し
い
」
「
情
報
を
鵜
呑
み
に
し
な

い
」
「
情
報
源
を
い
ろ
い
ろ
持
ち
、
新
聞
を
複
数
購
読
す
る
」
な

ど
、
活
発
な
意
見
が
出
ま
し
た
。 

　
「
科
学
、
経
済
、
政
治
な
ど
に
つ
い
て
自
分
か
ら
学
ぼ
う
と
し

な
く
て
は
い
け
な
い
。
私
た
ち
は
都
合
の
い
い
情
報
を
選
ぶ
傾
向

に
あ
る
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
の
人
と
話
し
合
う
と
よ
い
」
と

講
師
。
「
メ
デ
ィ
ア
は
ス
ポ
ン
サ
ー
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
け
手
一
人
ひ
と
り
の
責
任
で
メ
デ
ィ
ア
に
働
き
か
け
て
い
く
主

体
性
が
大
切
で
す
」
と
い
う
こ
と
ば
が
心
に
残
り
ま
し
た
。 

　
定
員
を
大
幅
に
超
え
る
申
し
込
み

の
あ
っ
た
昨
秋
の
「
育
児
マ
マ
の
生

き
方
応
援
講
座
」
（
全
６
日
）
。
す

ぐ
に
で
も
起
業
し
た
い
と
い
う
方
、

育
休
中
で
復
帰
に
悩
む
方
、
将
来
を

見
据
え
て
子
育
て
や
仕
事
を
考
え
た

い
と
い
う
方
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

は
違
っ
て
も
、
「
自
分
の
こ
と
を
語

る
の
は
久
し
ぶ
り
」
と
い
う
み
な
さ
ん
。

子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー
の
研
修
室
は

マ
マ
た
ち
の
活
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

　
前
期
の
生
き
方
編
で
は
、
日
本
の

母
親
の
歴
史
的
背
景
や
「
泣
け
ば
言
い
な
り
」
の
甘
や
か
し
育
児
が
子

ど
も
の
生
き
る
力
を
阻
ん
で
い
る
現
状
に
、
「
目
か
ら
う
ろ
こ
」
「
厳

し
い
話
を
初
め
て
聞
い
た
」
と
心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。 

　
後
期
の
働
き
方
編
は
、
働
く
女
性
の
現
状
を
踏
ま
え
、
マ
マ
と
い
う

立
場
を
活
か
し
て
起
業
し
て
い
く
具
体
的
な
講
義
内
容
で
、
「
や
る
気

が
湧
い
た
」
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
他
の
参
加
者
の
思
い
を
聞
き
励
み

に
な
っ
た
」
な
ど
前
向
き
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
区
役
所
の
保
育
課

に
よ
る
子
育
て
支
援
情
報
も
あ
り
、

一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
役
立
ち
そ

う
で
す
。 

　
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
「
５
年
後

の
な
り
た
い
私
」
に
向
か
っ
て
情
報

交
換
し
学
ん
で
い
こ
う
と
、
「
ジ
ュ

エ
リ
ー
エ
ッ
グ
ス
〜
新
宿
マ
マ
ネ
ー

ゼ
の
夢
を
か
な
え
る
会
〜
」
を
結
成

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
が
期

待
さ
れ
ま
す
。 

　
12
月
１
日
、
８
日
、
15
日
の
計

3
回
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
た
こ
の

講
座
は
、
„
自
分
の
言
葉
で
伝
え

る
自
信
を
つ
け
よ
う
“
と
題
し
、

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
を
楽
し
く
学
ぶ
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ア
サ

ー
テ
ィ
ブ
と
は
相
手
を
否
定
す
る

こ
と
な
く
自
分
の
意
見
を
言
う
こ

と
を
主
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
方
法
の
１
つ
で
す
。 

　
１
回
目
の
講
座
で
は
、
１
人
20
秒
の
自
己
紹
介
を
行
い
、
皆
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
疑
問
や
困
っ
た
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

２
回
目
の
講
座
で
は
、
「
自
己
主
張
す
る
に
は
ま
ず
傾
聴
か
ら
」

と
い
う
こ
と
で
、
２
人
１
組
に
な
っ
て
傾
聴
体
験
を
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
話
し
手
が
話
を
始
め
て
も
聞
き
手
は
う
な
ず
い
た
り
せ
ず
、

ま
る
で
無
関
心
を
装
い
ま
す
。
時
に
は
目
も
合
わ
せ
な
い
の
で
、

話
し
手
は
と
て
も
辛
い
気
分
に
な
り
ま
す
。
「
傾
聴
と
は
心
を
傾

け
て
聴
く
こ
と
で
、
聞
き
手
の
笑
顔
や
目
線
、
う
な
ず
き
が
あ
る

か
ら
こ
そ
話
し
手
は
安
心
し
て
話
が
で
き
る
」
と
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
３
回
目
の
講
座
で
は
、
不
毛
な
地
域
で
生
き
残
っ
た
場
面

を
想
定
し
た
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
を
素
材
に
、
個
人
で
の
選
択
と

参
加
メ
ン
バ
ー
と
の
選
択
の
違
い
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
学
ん
だ
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
を
今
後
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い

く
か
を
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。 

　
講
座
を
通
し
て
印
象
的
に
感
じ
た
の
は
、
竹
内
先
生
の
「
自
分

を
好
き
に
な
る
と
、
相
手
も
好
き
に
な
れ
る
」
と
い
う
言
葉
で
し

た
。
幾
度
と
な
く
聞
く
言
葉
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
良
い
と

こ
ろ
を
探
し
、
自
己
信
頼
を
高
め
る
と
、
自
然
に
相
手
へ
の
信
頼

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

日本は総務省「労働力調査」（平成22年）、その他の国はＩＬＯ「ＬＡＢＯＲＳＴA」より作成 

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
（
Ｇ

Ｇ
Ⅰ
）
は
、
男
女
格
差
を
測
る
も
の
で
、

「
経
済
参
加
」
「
教
育
」
「
健
康
・
寿

命
」
「
政
治
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」

の
４
分
野
か
ら
算
出
さ
れ
ま
す
。
２
０

１
１
年
の
日
本
の
順
位
は
１
３
５
カ
国

中
98
位
で
し
た
。
先
進
国
の
日
本
が
大

き
く
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
理
由
は
何
で

し
ょ
う
。 

   

　
４
つ
の
算
出
項
目
を
み
て
み
る
と
、

「
健
康
・
寿
命
」
で
は
１
位
の
日
本

で
す
が
、
労
働
力
率
、
賃
金
格
差
、

管
理
職
に
占
め
る
比
率
な
ど
か
ら
算

出
さ
れ
る
「
経
済
参
加
」
で
は
１
０

０
位
、
国
会
議
員
や
閣
僚
に
占
め
る

比
率
な
ど
か
ら
算
出
さ
れ
る
「
政
治

的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
で
は
１
０

１
位
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
政
治
・

経
済
の
格
差
が
順
位
を
下
げ
る
要
因

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

   

　
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
経
済

参
加
の
順
位
を
下
げ
て
い
る
要
因
の

一
つ
、
女
性
の
労
働
力
率
で
す
。
「
女

性
の
年
齢
階
級
別
労
働
力
率
」
の
国

際
比
較
を
み
る
と
、
日
本
は
特
に
30

代
・
40
代
が
低
く
、
子
育
て
期
に
仕

事
を
中
断
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。 

　
仕
事
の
中
断
は
キ
ャ
リ
ア
の
継
続

に
つ
な
が
ら
ず
、
役
職
や
賃
金
の
格

差
も
縮
小
し
ま
せ
ん
。
子
育
て
等
で

仕
事
を
辞
め
た
女
性
の
再
就
職
を
希

望
す
る
声
は
多
く
、
こ
う
し
た
働
く

希
望
の
あ
る
「
潜
在
的
労
働
力
率
」

を
加
え
る
と
、
子
育
て
期
の
女
性
の

労
働
力
率
は
上
が
る
と
い
う
国
の
デ

ー
タ
も
出
て
い
ま
す
。 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

　
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
継
続
の
た
め
に
は
、

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
職
場
復
帰
や
再
就
職
し
や

す
い
環
境
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
同

時
に
私
た
ち
が
声
を
上
げ
、
一
歩
踏
み

出
す
こ
と
で
解
決
の
ス
ピ
ー
ド
は
速
く

な
る
は
ず
で
す
。
大
切
な
の
は
私
た
ち

の
意
識
改
革
と
行
動
力
で
す
。 

　
男
女
が
性
別
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
ず
、

同
じ
水
準
で
生
き
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

は
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
に
つ
な
が
り
ま

す
。
周
り
を
見
れ
ば
減
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
差
別
も
、
世
界
と
比
較
す
れ

ば
ま
だ
ま
だ
解
決
す
べ
き
課
題
が
見
え

て
き
ま
す
。 

政
治
・
経
済
で
低
い 

女
性
の
参
画 

子
育
て
期
に
低
下
す
る 

女
性
の
労
働
力
率 

大
切
な
の
は
意
識
と 

行
動
力 

監督／ロバート・ベントン 
出演／ダスティン・ホフマン、メリル・ストリープ他 

（１９７９年公開） 
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『クレイマー・クレイマー』 

仕
事
一
筋
の
テ
ッ
ド
・
ク
レ
イ
マ
ー
。
妻
の
ジ
ョ
ア
ン
ナ
・

ク
レ
イ
マ
ー
は
専
業
主
婦
。
働
き
た
い
ジ
ョ
ア
ン
ナ
は
夫
の
理

解
が
得
ら
れ
ず
、
幼
い
息
子
を
残
し
家
を
出
て
い
き
ま
す
。
仕

事
、
子
育
て
、
家
事
に
悪
戦
苦
闘
す
る
中
で
テ
ッ
ド
は
„
父
親

を
す
る
“
こ
と
の
喜
び
を
見
出
し
ま
す
。 

や
が
て
夫
婦
は
子
ど
も
の
養
育
権
を
巡
り
裁
判
で
争
う
こ
と

に
。
タ
イ
ト
ル
「
ク
レ
イ
マ
ー
・
ク
レ
イ
マ
ー
」
は
夫
婦
の
裁

判
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。
当
初
、
養
育
権
は
テ
ッ
ド
に
。
一
方
、

ジ
ョ
ア
ン
ナ
は
母
性
を
盾
に
養
育
権
を
主
張
。
結
局
、
「
子
の

最
善
の
利
益
の
原
則
」
に
よ
り
テ
ッ
ド
は
敗
訴
し
ま
す
。 

父
と
の
別
れ
の
日
、
息
子
は
泣
き
じ
ゃ
く
り
ま
す
。
父
子
の

絆
を
目
の
当
た
り
に
し
、
息
子
を
引
き
取
れ
な
い
と
感
じ
る
ジ

ョ
ア
ン
ナ
。
果
た
し
て
こ
の
家
族
の
結
末
は
？
　
映
画
は
観
客

に
委
ね
る
形
で
終
わ
り
ま
す
。 

訴
訟
社
会
ア
メ
リ
カ
と
は
い
え
、
30
年
以
上
前
に
女
性
の
社

会
進
出
、
性
別
役
割
分
業
意
識
、
父
子
家
庭
、
子
の
養
育
権
を

テ
ー
マ
に
し
た
映
画
が
公
開
さ
れ
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

日
本
で
は
„
イ
ク
メ
ン
“
が
登
場
し
、
言
葉
の
上
で
は
男
女
平

等
が
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
多
様
な
家
族
が
当
た
り
前
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
日
が
待
ち
遠
し
い
と
こ
ろ
で
す
。 

 

「ジュエリーエッグス」結成会の様子 

世界経済フォーラム“The Global Gender Gap Report 2011”より作成 
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東
日
本
大
震
災
以
降
、
私
た
ち

は
新
聞
・
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
で
た
く
さ
ん
の
情
報
に

接
し
て
い
ま
す
。
放
射
能
関
連
の

報
道
が
注
目
さ
れ
る
10
月
８
日
、

メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
る
情
報
を
読
み

解
く
力
を
つ
け
よ
う
と
、
23
名
の

参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

震
災
後
の
テ
レ
ビ
報
道
や
公
共
広

告
機
構
の
C
M
、
緊
急
地
震
速
報

の
音
、
新
聞
記
事
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
「
映

像
に
衝
撃
を
受
け
た
」
「
信
号
音
が
異
様
に
感
じ
た
」
「
教
訓
に

な
る
こ
と
が
あ
っ
た
」
「
同
じ
広
告
が
流
れ
過
ぎ
て
い
た
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
講
師
か
ら
は
、
「
私
た
ち
は

す
べ
て
の
現
場
に
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
メ
デ
ィ
ア
を
使
う
。

情
報
は
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
断
片
化
・
改
変
さ
れ
、
構
成
さ
れ
て
い

る
の
で
、
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
情
報
の
真
偽
を
ど
う
見
抜
く
か
が
重

要
だ
」
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
次
に
、
「
メ
デ
ィ
ア
情
報
の
真
偽
を
ど
う
見
抜
い
た
ら
よ
い
か
？
」

「
ネ
ッ
ト
情
報
を
ど
う
利
用
す
る
か
？
」
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合

い
ま
し
た
。
「
見
抜
く
の
は
難
し
い
」
「
情
報
を
鵜
呑
み
に
し
な

い
」
「
情
報
源
を
い
ろ
い
ろ
持
ち
、
新
聞
を
複
数
購
読
す
る
」
な

ど
、
活
発
な
意
見
が
出
ま
し
た
。 

　
「
科
学
、
経
済
、
政
治
な
ど
に
つ
い
て
自
分
か
ら
学
ぼ
う
と
し

な
く
て
は
い
け
な
い
。
私
た
ち
は
都
合
の
い
い
情
報
を
選
ぶ
傾
向

に
あ
る
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
の
人
と
話
し
合
う
と
よ
い
」
と

講
師
。
「
メ
デ
ィ
ア
は
ス
ポ
ン
サ
ー
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
け
手
一
人
ひ
と
り
の
責
任
で
メ
デ
ィ
ア
に
働
き
か
け
て
い
く
主

体
性
が
大
切
で
す
」
と
い
う
こ
と
ば
が
心
に
残
り
ま
し
た
。 

　
定
員
を
大
幅
に
超
え
る
申
し
込
み

の
あ
っ
た
昨
秋
の
「
育
児
マ
マ
の
生

き
方
応
援
講
座
」
（
全
６
日
）
。
す

ぐ
に
で
も
起
業
し
た
い
と
い
う
方
、

育
休
中
で
復
帰
に
悩
む
方
、
将
来
を

見
据
え
て
子
育
て
や
仕
事
を
考
え
た

い
と
い
う
方
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

は
違
っ
て
も
、
「
自
分
の
こ
と
を
語

る
の
は
久
し
ぶ
り
」
と
い
う
み
な
さ
ん
。

子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー
の
研
修
室
は

マ
マ
た
ち
の
活
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

　
前
期
の
生
き
方
編
で
は
、
日
本
の

母
親
の
歴
史
的
背
景
や
「
泣
け
ば
言
い
な
り
」
の
甘
や
か
し
育
児
が
子

ど
も
の
生
き
る
力
を
阻
ん
で
い
る
現
状
に
、
「
目
か
ら
う
ろ
こ
」
「
厳

し
い
話
を
初
め
て
聞
い
た
」
と
心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。 

　
後
期
の
働
き
方
編
は
、
働
く
女
性
の
現
状
を
踏
ま
え
、
マ
マ
と
い
う

立
場
を
活
か
し
て
起
業
し
て
い
く
具
体
的
な
講
義
内
容
で
、
「
や
る
気

が
湧
い
た
」
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
他
の
参
加
者
の
思
い
を
聞
き
励
み

に
な
っ
た
」
な
ど
前
向
き
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
区
役
所
の
保
育
課

に
よ
る
子
育
て
支
援
情
報
も
あ
り
、

一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
役
立
ち
そ

う
で
す
。 

　
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
「
５
年
後

の
な
り
た
い
私
」
に
向
か
っ
て
情
報

交
換
し
学
ん
で
い
こ
う
と
、
「
ジ
ュ

エ
リ
ー
エ
ッ
グ
ス
〜
新
宿
マ
マ
ネ
ー

ゼ
の
夢
を
か
な
え
る
会
〜
」
を
結
成

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
が
期

待
さ
れ
ま
す
。 

　
12
月
１
日
、
８
日
、
15
日
の
計

3
回
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
た
こ
の

講
座
は
、
„
自
分
の
言
葉
で
伝
え

る
自
信
を
つ
け
よ
う
“
と
題
し
、

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
を
楽
し
く
学
ぶ
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ア
サ

ー
テ
ィ
ブ
と
は
相
手
を
否
定
す
る

こ
と
な
く
自
分
の
意
見
を
言
う
こ

と
を
主
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
方
法
の
１
つ
で
す
。 

　
１
回
目
の
講
座
で
は
、
１
人
20
秒
の
自
己
紹
介
を
行
い
、
皆
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
疑
問
や
困
っ
た
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

２
回
目
の
講
座
で
は
、
「
自
己
主
張
す
る
に
は
ま
ず
傾
聴
か
ら
」

と
い
う
こ
と
で
、
２
人
１
組
に
な
っ
て
傾
聴
体
験
を
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
話
し
手
が
話
を
始
め
て
も
聞
き
手
は
う
な
ず
い
た
り
せ
ず
、

ま
る
で
無
関
心
を
装
い
ま
す
。
時
に
は
目
も
合
わ
せ
な
い
の
で
、

話
し
手
は
と
て
も
辛
い
気
分
に
な
り
ま
す
。
「
傾
聴
と
は
心
を
傾

け
て
聴
く
こ
と
で
、
聞
き
手
の
笑
顔
や
目
線
、
う
な
ず
き
が
あ
る

か
ら
こ
そ
話
し
手
は
安
心
し
て
話
が
で
き
る
」
と
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
３
回
目
の
講
座
で
は
、
不
毛
な
地
域
で
生
き
残
っ
た
場
面

を
想
定
し
た
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
を
素
材
に
、
個
人
で
の
選
択
と

参
加
メ
ン
バ
ー
と
の
選
択
の
違
い
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
学
ん
だ
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
を
今
後
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い

く
か
を
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。 

　
講
座
を
通
し
て
印
象
的
に
感
じ
た
の
は
、
竹
内
先
生
の
「
自
分

を
好
き
に
な
る
と
、
相
手
も
好
き
に
な
れ
る
」
と
い
う
言
葉
で
し

た
。
幾
度
と
な
く
聞
く
言
葉
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
良
い
と

こ
ろ
を
探
し
、
自
己
信
頼
を
高
め
る
と
、
自
然
に
相
手
へ
の
信
頼

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

日本は総務省「労働力調査」（平成22年）、その他の国はＩＬＯ「ＬＡＢＯＲＳＴA」より作成 

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
（
Ｇ

Ｇ
Ⅰ
）
は
、
男
女
格
差
を
測
る
も
の
で
、

「
経
済
参
加
」
「
教
育
」
「
健
康
・
寿

命
」
「
政
治
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」

の
４
分
野
か
ら
算
出
さ
れ
ま
す
。
２
０

１
１
年
の
日
本
の
順
位
は
１
３
５
カ
国

中
98
位
で
し
た
。
先
進
国
の
日
本
が
大

き
く
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
理
由
は
何
で

し
ょ
う
。 

   

　
４
つ
の
算
出
項
目
を
み
て
み
る
と
、

「
健
康
・
寿
命
」
で
は
１
位
の
日
本

で
す
が
、
労
働
力
率
、
賃
金
格
差
、

管
理
職
に
占
め
る
比
率
な
ど
か
ら
算

出
さ
れ
る
「
経
済
参
加
」
で
は
１
０

０
位
、
国
会
議
員
や
閣
僚
に
占
め
る

比
率
な
ど
か
ら
算
出
さ
れ
る
「
政
治

的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
で
は
１
０

１
位
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
政
治
・

経
済
の
格
差
が
順
位
を
下
げ
る
要
因

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

   

　
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
経
済

参
加
の
順
位
を
下
げ
て
い
る
要
因
の

一
つ
、
女
性
の
労
働
力
率
で
す
。
「
女

性
の
年
齢
階
級
別
労
働
力
率
」
の
国

際
比
較
を
み
る
と
、
日
本
は
特
に
30

代
・
40
代
が
低
く
、
子
育
て
期
に
仕

事
を
中
断
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。 

　
仕
事
の
中
断
は
キ
ャ
リ
ア
の
継
続

に
つ
な
が
ら
ず
、
役
職
や
賃
金
の
格

差
も
縮
小
し
ま
せ
ん
。
子
育
て
等
で

仕
事
を
辞
め
た
女
性
の
再
就
職
を
希

望
す
る
声
は
多
く
、
こ
う
し
た
働
く

希
望
の
あ
る
「
潜
在
的
労
働
力
率
」

を
加
え
る
と
、
子
育
て
期
の
女
性
の

労
働
力
率
は
上
が
る
と
い
う
国
の
デ

ー
タ
も
出
て
い
ま
す
。 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

　
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
継
続
の
た
め
に
は
、

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
職
場
復
帰
や
再
就
職
し
や

す
い
環
境
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
同

時
に
私
た
ち
が
声
を
上
げ
、
一
歩
踏
み

出
す
こ
と
で
解
決
の
ス
ピ
ー
ド
は
速
く

な
る
は
ず
で
す
。
大
切
な
の
は
私
た
ち

の
意
識
改
革
と
行
動
力
で
す
。 

　
男
女
が
性
別
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
ず
、

同
じ
水
準
で
生
き
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

は
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
に
つ
な
が
り
ま

す
。
周
り
を
見
れ
ば
減
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
差
別
も
、
世
界
と
比
較
す
れ

ば
ま
だ
ま
だ
解
決
す
べ
き
課
題
が
見
え

て
き
ま
す
。 

政
治
・
経
済
で
低
い 

女
性
の
参
画 

子
育
て
期
に
低
下
す
る 

女
性
の
労
働
力
率 

大
切
な
の
は
意
識
と 

行
動
力 

監督／ロバート・ベントン 
出演／ダスティン・ホフマン、メリル・ストリープ他 

（１９７９年公開） 
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『クレイマー・クレイマー』 

仕
事
一
筋
の
テ
ッ
ド
・
ク
レ
イ
マ
ー
。
妻
の
ジ
ョ
ア
ン
ナ
・

ク
レ
イ
マ
ー
は
専
業
主
婦
。
働
き
た
い
ジ
ョ
ア
ン
ナ
は
夫
の
理

解
が
得
ら
れ
ず
、
幼
い
息
子
を
残
し
家
を
出
て
い
き
ま
す
。
仕

事
、
子
育
て
、
家
事
に
悪
戦
苦
闘
す
る
中
で
テ
ッ
ド
は
„
父
親

を
す
る
“
こ
と
の
喜
び
を
見
出
し
ま
す
。 

や
が
て
夫
婦
は
子
ど
も
の
養
育
権
を
巡
り
裁
判
で
争
う
こ
と

に
。
タ
イ
ト
ル
「
ク
レ
イ
マ
ー
・
ク
レ
イ
マ
ー
」
は
夫
婦
の
裁

判
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。
当
初
、
養
育
権
は
テ
ッ
ド
に
。
一
方
、

ジ
ョ
ア
ン
ナ
は
母
性
を
盾
に
養
育
権
を
主
張
。
結
局
、
「
子
の

最
善
の
利
益
の
原
則
」
に
よ
り
テ
ッ
ド
は
敗
訴
し
ま
す
。 

父
と
の
別
れ
の
日
、
息
子
は
泣
き
じ
ゃ
く
り
ま
す
。
父
子
の

絆
を
目
の
当
た
り
に
し
、
息
子
を
引
き
取
れ
な
い
と
感
じ
る
ジ

ョ
ア
ン
ナ
。
果
た
し
て
こ
の
家
族
の
結
末
は
？
　
映
画
は
観
客

に
委
ね
る
形
で
終
わ
り
ま
す
。 

訴
訟
社
会
ア
メ
リ
カ
と
は
い
え
、
30
年
以
上
前
に
女
性
の
社

会
進
出
、
性
別
役
割
分
業
意
識
、
父
子
家
庭
、
子
の
養
育
権
を

テ
ー
マ
に
し
た
映
画
が
公
開
さ
れ
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

日
本
で
は
„
イ
ク
メ
ン
“
が
登
場
し
、
言
葉
の
上
で
は
男
女
平

等
が
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
多
様
な
家
族
が
当
た
り
前
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
日
が
待
ち
遠
し
い
と
こ
ろ
で
す
。 

 

「ジュエリーエッグス」結成会の様子 

世界経済フォーラム“The Global Gender Gap Report 2011”より作成 
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を紹介します 
新宿区協働事業提案制度実施事業 

「赤ちゃん木育ひろば」 
新宿区立柏木子ども園新宿区立柏木子ども園新宿区立柏木子ども園

平成23年4月に柏木幼稚園と北新宿第一保育園 
を統合して開園。平成24年4月からは、定員を 
拡充するとともに一時保育を開始します。 
 

計画のポイント 

5
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
ビ
ジ
ョ
ン 

計画の実現に向けて… 

 ・5つのビジョンと総合ビジョンを掲げました 

 ・目標ごとにキャッチフレーズを決めました 

 ・配偶者等からの暴力の問題に取り組むため、 
 　「新宿区配偶者等暴力防止及び被害者支援基本計画」 
 　を一体的に策定しました 
 

　
こ
の
計
画
は
、
新
宿
の
ま
ち
に
住
む
人
々
は
も
と
よ
り
、
新
宿
で
働
き
、
学
び
活
動
す
る
す
べ
て
の
男
女
が
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、 

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
共
に
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
す
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、 

「
新
宿
区
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」（
平
成
20
年
度
〜
平
成
23
年
度
）
に
引
き
続
く
計
画
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。 

柏 木 子 ど も 園 は  
 

子 育 て を サ ポ ー ト  

地域に開かれた子育て支援として、子育て相談を実施。
４月からは一時保育のほか、未就園児親子の交流の場「カ
ンガルークラブ」もスタートします。 

０～２歳児は柏木特別出張所２階の乳児園舎で、３～
５歳児は柏木小学校併設の幼児園舎で、保育・教育を
行う分園方式の認定子ども園です。 
家庭生活との連続性を大
事にし、「心もからだも
たくましい子」「自分で
考えやってみようとする
子」「豊かに感じる子」
を育てることを目標にし
ています。 

【問合せ】新宿区立柏木子ども園 
　乳児園舎・北新宿2-3-7　 　(3369)5855 
　（柏木特別出張所２階） 
　幼児園舎・北新宿2-11-1　　(3227)2118 
　（柏木小学校併設） 
 

【問合せ】 
　東京おもちゃ美術館 
　　四谷4-20（四谷ひろば内）　　（5367）9601

〈幼児園舎保育室〉 

「赤ちゃん木育ひろば」は、
東京おもちゃ美術館の１階に
あります。国産の木材に囲まれ、
木のおもちゃに触れたり保護
者同士やボランティアの赤ち
ゃん木育サポーターと話をして、
親子でリフレッシュできる空
間です。 
　赤ちゃん木育ひろばの象徴である「スギコダマ」は、ト
ンネルやすべり台として設置されています。ボランティア
の方々が一つひとつ削って４種類のヤスリで磨いた「ミニ

スギコダマ」は、緩やかなカ
ーブでなめらかな肌触りです。 
　赤ちゃんと保護者がゆっく
り過ごせるよう、利用できる
お子さんは２歳まで。区内在
住・３歳未満のお子さん１名
につき大人１名は、「新宿区
民平日パス」で東京おもちゃ

美術館に平日無料で入場できます（パスの発行にはお子さ
んの住所・年齢を確認できるものが必要です）。 
　東京おもちゃ美術館は、赤ちゃん木育ひろばのほか、幅
広い年齢の方が楽しめる施設となっています。 

『パパと怒り鬼 
―話してごらん、だれかに―』 

作／グロー・ダーレ　 
絵／スヴァイン・ニーフース　 
共訳／大島かおり　青木順子 

／ひさかたチャイルド社 
 

　ＤＶを子どもの視点
でとらえた絵本です。
絵で語り、活字は多く
ありませんので、誰で
も読みやすい入門書と
しておすすめです。  

　ボイは、普段は大好きなパパだけれど怒り鬼の
とりついた時のパパからは逃げ出したいと思って
いました。ボイが不安と孤立を深めていく中、王
様に手紙を書くことでパパの心が変わる道が開け
ます。 
　傷ついた子どもが大人になりいつのまにかパパ
と同じ事をしてしまわないためにも、大人は子ど
ものＳＯＳに気づかねばなりません。ＤＶを受け
る側にも、ＤＶをしてしまう側にも、大事なこと
がわかる一冊です。 

『ストップ！デートＤＶ　 
防止　のための恋愛基礎レッスン』 

著者　伊田広行／解放出版社 
 
 

　普通の恋愛が危ない！
デートＤＶをなくすには、
恋愛の在り方から考え直
さなければなりません。 
著者はさまざまな事例を
あげて、束縛をよしとす
るような恋愛の在り方に

疑問を投げかけます。「別れに同意はいらない」
「嫉妬の権利はない」と、ＤＶにならない｢新
しい恋愛｣をわかりやすく説いています。ド
ラマなどメディアによるデートＤＶ容認の風
潮も指摘し、ＤＶは社会の問題でもあるとい
うことがわかります。 
　「ケータイによる束縛にはどうしたらいい？」
などＱ＆Ａもまじえ、読み応えのある恋愛入
門書となっています。 

『ケッコン構造改革のススメ！ 
　新・男と女の掟62+1』 
著者　諸富祥彦／実業之日本社 

 
 
　「結婚」に自分を合わ
せるのではなく、自分の
望む人生に合う形の結婚
を選び取ってほしい、と
幸せを願う女性にエール
を送る著者。従来の家族
制度や男女観、結婚に関

する法律の制約を受けずにオリジナルな男
女関係を目指す秘訣を、62の掟でユーモア
交りに解説。最後には漫画家倉田真由美さ
んと著者の対談もプラスされています。秘
訣のカギは、自分らしさの上に成り立つ女
らしさ男らしさと、二人の自立した関係に
あるようです。 
　「結婚」について何らかのプレッシャーを
感じる方だけでなく、子どもの結婚にやき
もきする方にも読んでほしい一冊です。 

「
新
宿
区
第
二
次
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」 

 

新
宿
区
が
め
ざ
す
も
の
は
、
男
女
が
、
す
べ
て
人
と
し
て
平
等
で
あ
り
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る 

社
会
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、「
男
女
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る 

ま
ち
新
宿
」
を
掲
げ
、
具
体
的
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
５
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

　
① 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
実
現
す
る
ま
ち 

　
② 

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
ま
ち 

　
③ 
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
な
い
、
尊
厳
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち 

　
④ 
誰
も
が
公
平
に
参
画
で
き
る
ま
ち
　
　 

　
⑤ 

協
働
に
よ
り
創
意
工
夫
す
る
ま
ち 

 5
つ
の
目
標
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ 

５
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
、
５
つ
の
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。 

　
目
標
１
　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
〈
と
も
に
さ
さ
え
あ
う
〉 

　
　
　
◆
す
べ
て
の
区
民
や
企
業
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
目
標
２
　
多
様
な
生
き
方
を
認
め
あ
う
社
会
づ
く
り
〈
と
も
に
み
と
め
あ
う
〉 

　
　
　
◆
性
別
で
役
割
を
決
め
る
こ
と
な
く
、
男
女
が
互
い
に
認
め
合
う
姿
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
目
標
３
　
人
権
の
尊
重
と
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の
な
い
社
会
の
実
現
〈
と
も
に
お
も
い
や
る
〉 

　
　【
新
宿
区
配
偶
者
等
暴
力
防
止
及
び
被
害
者
支
援
基
本
計
画
】 

　
　
　
◆
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
を
な
く
す
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
目
標
４
　
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
〈
と
も
に
か
が
や
く
〉 

　
　
　
◆
男
性
も
女
性
も
、
自
分
の
個
性
を
発
揮
で
き
る
新
宿
区
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
目
標
５
　
計
画
の
推
進
に
向
け
て
〈
と
も
に
す
す
め
る
〉 

　
　
　
◆
あ
ら
ゆ
る
機
関
と
協
力
す
る
こ
と
で
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。 

 

が
で
き
ま
し
た 

（
平
成
24
年
度
〜
29
年
度
） 

　計画の全文とお寄せいただいたご意見（総数14件）と区の考え方は、

男女共同参画課（男女共同参画推進センター・ウィズ新宿）（荒木町16）、

子ども家庭課（本庁舎2階）、子ども総合センター、広聴担当課（本庁舎

3階）、区政情報センター（本庁舎1階）、特別出張所、区立図書館で閲

覧できます。新宿区ホームページでもご覧いただけます。 

も く い く  
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を統合して開園。平成24年4月からは、定員を 
拡充するとともに一時保育を開始します。 
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の
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総
合
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こ
の
計
画
は
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新
宿
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ま
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に
住
む
人
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は
も
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よ
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働
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、
学
び
活
動
す
る
す
べ
て
の
男
女
が
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、 

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
共
に
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
す
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、 

「
新
宿
区
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」（
平
成
20
年
度
〜
平
成
23
年
度
）
に
引
き
続
く
計
画
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。 

柏 木 子 ど も 園 は  
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０～２歳児は柏木特別出張所２階の乳児園舎で、３～
５歳児は柏木小学校併設の幼児園舎で、保育・教育を
行う分園方式の認定子ども園です。 
家庭生活との連続性を大
事にし、「心もからだも
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　赤ちゃんと保護者がゆっく
り過ごせるよう、利用できる
お子さんは２歳まで。区内在
住・３歳未満のお子さん１名
につき大人１名は、「新宿区
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美術館に平日無料で入場できます（パスの発行にはお子さ
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　ボイは、普段は大好きなパパだけれど怒り鬼の
とりついた時のパパからは逃げ出したいと思って
いました。ボイが不安と孤立を深めていく中、王
様に手紙を書くことでパパの心が変わる道が開け
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　傷ついた子どもが大人になりいつのまにかパパ
と同じ事をしてしまわないためにも、大人は子ど
ものＳＯＳに気づかねばなりません。ＤＶを受け
る側にも、ＤＶをしてしまう側にも、大事なこと
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げ
、
具
体
的
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
５
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

　
① 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
実
現
す
る
ま
ち 

　
② 

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
ま
ち 

　
③ 

あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
な
い
、
尊
厳
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち 

　
④ 

誰
も
が
公
平
に
参
画
で
き
る
ま
ち
　
　 

　
⑤ 

協
働
に
よ
り
創
意
工
夫
す
る
ま
ち 

 5
つ
の
目
標
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ 

５
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
、
５
つ
の
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。 

　
目
標
１
　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
〈
と
も
に
さ
さ
え
あ
う
〉 

　
　
　
◆
す
べ
て
の
区
民
や
企
業
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
目
標
２
　
多
様
な
生
き
方
を
認
め
あ
う
社
会
づ
く
り
〈
と
も
に
み
と
め
あ
う
〉 

　
　
　
◆
性
別
で
役
割
を
決
め
る
こ
と
な
く
、
男
女
が
互
い
に
認
め
合
う
姿
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
目
標
３
　
人
権
の
尊
重
と
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の
な
い
社
会
の
実
現
〈
と
も
に
お
も
い
や
る
〉 

　
　【
新
宿
区
配
偶
者
等
暴
力
防
止
及
び
被
害
者
支
援
基
本
計
画
】 

　
　
　
◆
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
を
な
く
す
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
目
標
４
　
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
〈
と
も
に
か
が
や
く
〉 

　
　
　
◆
男
性
も
女
性
も
、
自
分
の
個
性
を
発
揮
で
き
る
新
宿
区
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
目
標
５
　
計
画
の
推
進
に
向
け
て
〈
と
も
に
す
す
め
る
〉 

　
　
　
◆
あ
ら
ゆ
る
機
関
と
協
力
す
る
こ
と
で
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。 

 

が
で
き
ま
し
た 

（
平
成
24
年
度
〜
29
年
度
） 

　計画の全文とお寄せいただいたご意見（総数14件）と区の考え方は、

男女共同参画課（男女共同参画推進センター・ウィズ新宿）（荒木町16）、

子ども家庭課（本庁舎2階）、子ども総合センター、広聴担当課（本庁舎

3階）、区政情報センター（本庁舎1階）、特別出張所、区立図書館で閲

覧できます。新宿区ホームページでもご覧いただけます。 

も く い く  
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男女がお互いを尊重し、その人らしく生きる。 
仕事も暮らしも楽しむ。 
そんなあなたを応援する情報誌です。 
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P6

P8

P9
P9

P10

シ
リ
ー
ズ
　
「
小
さ
く
な
る
家
族
」
②
 

　

家
族
と
ケ
ア
の
こ
れ
か
ら
 

　

〜
血
縁
や
性
差
を
超
え
て
支
え
合
う
〜
 

講
座
レ
ポ
ー
ト
 

「
災
害
と
メ
デ
ィ
ア
〜
震
災
の
報
道
か
ら
見
え
る
も
の
〜
」
 

　
　
「
育
児
マ
マ
の
生
き
方
応
援
講
座
」
 

　
　
　
「
20
代
〜
30
代
の
た
め
の
 

　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
ア
ッ
プ
講
座
」
 

デ
ー
タ
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
 

「
98
位（
135
ヵ
国
中
）
」 

日
本
の
Ｇ
Ｇ
Ｉ（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
） 

の
順
位
 

映
画
に
見
る
女
と
男
 

『
ク
レ
イ
マ
ー
・
ク
レ
イ
マ
ー
』 

「
新
宿
区
第
二
次
男
女
共
同
参
画
 

推
進
計
画
」（
平
成
24
年
度
〜
29
年
度
） 

が
で
き
ま
し
た
 

立場や経験の異なるメンバーが集まると、視野が広がり考えが
深まるものだと、一つひとつの記事をめぐって話し合うたびに
実感しました。そんな編集会議を重ねて生まれた今号ですが、
心に響くページはあったでしょうか。 
表紙の写真、特集の取材は多方面のお力をお借りしました。
ご協力いただいたみなさま、どうもありがとうございました。 

この印刷物は再生紙を使用しています。 

● 111号の編集を終えて ● 

編　集　後　記 

仕事も家庭も充実させている方は、熱い心と何でも楽しむ技術、
エネルギーいっぱいの体力をお持ちのようです。そうした個性
や心に残った言葉を伝えるために、「　」の使い方の指導を受け
たことは、とても勉強になりました。 
取材に協力して下さった方の素敵な人柄だけでなくパワーも、
みなさまに届いていたら嬉しいです。　　　　　　（五十嵐 ゆき） 

ワーク・ライフ・バランスについて幅広く深い学びの場をいた
だきました。また、新宿区には多文化共生都市にふさわしい様々
な学びの場があることを改めて感じました。 
今後は区民として引き続きこの学びを深めていきたいと思いま
す。男女共同参画に関わる皆様、ウィズ新宿の皆様には大変お
世話になりました。　　　　　　　　　　　　　　（魚見 賢太郎） 

男女格差をテーマにしたデータ・ウォッチングを担当しました。
数字にすると色濃く表れる男女格差ですが、どれだけの人が肌
で感じ、当事者として考えているでしょうか。より成熟した共
生の社会を作るには、性別や人種、年齢などの「違い」をどう
受け入れていくのかが鍵になると思いました。私も当事者の一
人として考え続けていきたいと思います。　　　　　（大井田 亘） 

編集委員として参加させていただき文章をまとめる大変さを実
感し、編集って奥が深いんだなと改めて感じさせられました。
働く人やママであるというだけでなく社会に参加できたことが
有意義だったと思います。 
今後もこの経験を生かし、ワーク・ライフ・バランスなど自分
らしい生き方を試行錯誤していきたいと思います。　（木村 華苗） 

仕事中心の生活が当たり前とされてきた今までの価値観を振り
返って、生活とは何か、人間の尊厳とは何か、ということを日
本全体が考えなくてはならない時期にきていると思う。一人ひ
とりの意識が変わり、社会を変えていくことで、誰もが安心し
て無理なく働き、子育てや地域活動、趣味などを楽しむ生活ス
タイルは実現可能だということを声を大にして言いたい！！　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原田 拓磨） 

普段から文章を書く機会はありますので、ウィズ新宿の原稿を
書くことに対して当初、心配はしていませんでした。しかし、
自分の出来事と異なる特集記事や講座感想文等をいざまとめる
となると、なかなか筆が進みませんでした。 
それでも、様々なアドバイスをいただき、無事に終えることが
出来ました。文章を書く難しさと共に書く楽しさも改めて感じ
た一年でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　（渡邉 智子） 

プロ編集者の指導のもと、男女共同参画について
学びながら情報誌を作成します。「取材をしてみたい」
「記事を書きたい」「写真やイラストが得意」そんな
みなさんのご応募をお待ちしています。 

大募集
 

しんじゅく女性団体会議 
　区内女性団体の連携と女性のエンパワーメントをめざし、年6

回の定例会を行っています。現在11団体で活動中。平成23年度は

「次世代育成」をテーマに、下記の研修を実施しました。 

【問合せ】男女共同参画課  

蕁（3341）0801

平成２４年度編集委員 

『ウィズ新宿』を 
いっしょにつくりませんか 

応募資格　土曜日（月1～2回、募集要項または
広報3月15日号参照）の編集委員会に
出席できる方。 
区内在住または在勤・在学、18歳以上。 

募集期間　平成24年3月15日（木）～4月10日（火） 

募集要項は男女共同参画推進センターの
ほか、区内図書館・出張所・地域センター・
新宿区ホームページで。 

ただいま新規団体を募集しています（3月17日締切）。 
詳しくは男女共同参画課　蕁（3341）0801へ。 

スタイルいろいろ 

それぞれの 
ワーク・ライフ・バランス 

特集 

・研　　　修 
 「男女共同参画と次世代育成について」男女共同参画課 
 「子どもと家庭をとりまく状況と課題について」新宿区立子ども総合センター 

・講　演　会 
 「子どもたちの健康と食の安全～いまできること・これからすべきこと」 

講師・南 清貴 
・公 開 講 座 
 「プロパガンダとジェンダー～女性映画監督第一号 

坂根 田鶴子の『開拓の花嫁』を読み解く」 
講師・池川 玲子 

・日帰り研修会 
 神奈川県立 かながわ女性センター＆地球市民かながわプラザ（あーすぷらざ） 

それぞれの 
ワーク・ライフ・バランス 
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